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矢島國雄・大竹幸恵・大竹憲昭・金井拓人・池谷信之

黒曜石原産地推定を行うとともに，保管状態や属性観察

も実施した．

以下，文中，敬称は省略させていただいた．

２．�シーボルト・コレクションの黒曜石の調
査－経過と概要

和田鷹山産と思われる黒曜石が「ホシクソ」の名で，

シーボルトのコレクションにあることを知り，それが本

当に和田鷹山産なのかを確かめることを 2020 年度の黒

耀石大使の交流事業の一環とすることが検討され，訪英

の途次に，オランダに寄り，実際の資料を確認すること

が予定された．事前の準備として，2019 年度に筆者ら

と黒耀石大使は，国立科学博物館に地学研究部鉱物科学

研究グループの門間綱一を訪ね，「ホシクソ」の展示の

事実を確認するとともに，ライデンにおけるシーボルト

の黒曜石コレクションの保管状況などについてお教えを

いただいた．しかし，Covid-19 の世界的流行のために，

訪英自体も取りやめになったままとなっていた．

その計画の一部を，矢島と長和町黒耀石体験ミュー

ジアム学芸員の大竹幸恵は，2023 年度の長和町国際交

流事業の再開に向けた協議に訪英する機会に実施した．

2022 年 11 月 17 日，ナチュラーリス所蔵のシーボル

ト・コレクションのうち，黒曜石資料 31 点４）について，

p-XRF によって測定し，池谷と金井の協力を得て産地

推定を行った．この調査は「ホシクソ」が，和田鷹山産

戸参府の際にも各地で蘭学者，医師，本草家などと交流

し，また各種の資料の収集を行ったことが知られている

（ジーボルト 1967；呉 1926；日獨文化協會 1938；上野

1991： pp.264-284）．しかし幕府天文方の高橋景保，幕

府奥医師土生玄碩らとの交流から得た物品中に対外的な

禁制品があることが，1828（文政 11）年の離日に際し

発覚した．いわゆるシーボルト事件である．この結果，

禁制品は没収され，翌年，シーボルトは国外追放再渡航

禁止の処分を受け，1930 年にオランダへ帰っている．

シーボルトの日本関係のコレクションは，民族学的資

料・考古学的資料と博物学資料（動植物・化石・岩石・

鉱物）がその内容である３）．このうち，鉱物・岩石・化

石資料は，ライデンのオランダ国立地質学鉱物学博物館

（Rijksmuseum van Geologie en Mineralogie, Leiden）

（以下，RGM と略記）に所蔵されていたもので，オラ

ンダの博物館の組織改革により，現在は，ライデンの国

立自然史博物館　ナチュラーリス生物多様性センター

（Naturalis Biodiversity Center）（以下，ナチュラーリ

スと略記）に所蔵されている．なお，鉱物関係資料は，シー

ボルトの第 1 回来日時の収集品であることが確認されて

いる（大沢 2003： pp.108-110）．

2022 年 11 月および 2023 年 8 月に，東芝国際交流財

団，自治体国際化協会の補助を得て，ライデンに赴きシー

ボルト・コレクション中の「ホシクソ」のラベルが付い

た黒曜石をはじめ，コレクションに含まれる他の黒曜石

も対象とし，可搬型蛍光Ｘ線分析装置（以下「p-XRF」，

明治大学黒耀石研究センター所蔵，DELTA 製）による

図１　ナチュラーリス生物多様性センターにおける現地調査と原産地推定状況
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シーボルトによる日本の鉱物コレクション中の黒曜石の現状調査と原産地推定

て，これらの資料の存在を紹介している（大沢 2016）．

大沢の後には，東京大学総合研究博物館の大場秀章，田

賀井篤平等が，シーボルトの博物学関係コレクションの

ライデン大学等との共同研究を進める中で，田賀井がコ

レクション中の鉱物資料の調査を行っている（田賀井

2003；大場・田賀井 2010；Tagai and Mikouchi 2008）．

３．�シーボルト・コレクションの黒曜石の観
察所見

　3-1　黒曜石資料の観察所見

シーボルト・コレクションの黒曜石資料には，原石（礫）

と石器とがある．ナチュラーリスでは，黒曜石資料は国

立地質学鉱物学博物館の RGM. №を継承したラベルで管

理されているが，同じ№でも複数個体で構成されている

ものと，同一個体が分割されて複数個になっているもの

とがあり，そのそれぞれにラベルと共通する№の注記が

なされている（大沢 2003：p.101）．本調査では，同一

№で複数に及ぶ資料については，枝番を付して以下の通

り，法量・観察所見を記録することとした（表 2）．以下，

RGM. は省略して No を表記する．

2 回の調査で観察した資料は，都合 35 点であるが，

No.329127 の 5 点は接合し 1 個体となるので，個体数は

31 点である．また，追加された 4 点の資料はすべてス

ラグであった．

であるか否かの確認が主たる目的であったが，シーボル

トが日本から持ち帰った黒曜石全点に対しても，蛍光Ｘ

線分析を行い（写真 1），原産地を推定することも併せ

て行った．また，全資料の観察も行いながらメモ写真を

撮影した．測定は無事終了し，「ホシクソ」と表記され

た黒曜石のうち 1 点は，間違いなく和田鷹山産であるこ

とが確認された．

2023 年度は，Covid-19 もほぼ終息に向かい，長和町

の青少年国際交流事業も再開されることとなったため，

8 月 7 日，ナチュラーリスを再訪し，黒耀石大使の協力

を得てシーボルト・コレクションの黒曜石の詳細観察，

法量計測，石器と判断されたものについての実測図作成，

ラベルの精査を行った（写真 2）．この際，前年の資料

に加え，新たに 2 資料 4 点が追加されたが，これについ

ては 2023 年には分析機器を携行しなかったため，蛍光

Ｘ線分析は行っていない．

本稿では，以下にシーボルト・コレクションの黒曜石

の観察所見等と産地推定結果を述べる．

なお，このシーボルト・コレクション中に日本産の黒

曜石のあることは，1982 年に同コレクションを調査さ

れた大沢眞澄によって報告され，知られていたものであ

る（大沢 1983）．大沢はその後，『新・シーボルト研究Ⅰ』

に「シーボルト収集の日本産鉱物・岩石および薬物類標

本ならびに考古資料」として，その内容を明らかにされ

ている（大沢 2003）．また，雑誌『地理』2016 年 8 月号

の〈特集・シーボルトと日本の諸科学〉にも，「シーボ

ルトの日本の鉱物・岩石＆考古学コレクション」と題し

図２　信濃和田峠「ホシクソ」名の黒耀石製石器　329128-1：削器，329128-2：楔形石器
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矢島國雄・大竹幸恵・大竹憲昭・金井拓人・池谷信之

著に認められる．原産地から下った集落遺跡が広がる地

域の遺跡より発見されたものである可能性が高い．

　3-3　ラベルの観察所見

シーボルト・コレクションの黒曜石には多様なラベル

または添付メモがある（表 1）．

①　�コレクション中 4 点については，和紙に墨書きの

付箋が残されたもの，直接資料に張り付けられた

ものがある．資料提供者もしくはシーボルトの弟

子たちによるものと考えられるもので，最も古い

ものと考えられる．筆者は複数である（写真 3，9，

11，12）．

②　�② -1，古色を帯びた白色無地の洋紙（watermark

あり）にペン書きで記されたメモがある．筆跡

は共通している．大沢によれば，これはビュル

ガーの筆跡であるという（写真 4）（大沢 2003：

p.102）．② -2，鼠色に古色を帯びた粗悪な洋紙に

毛筆，細字楷書で書かれた付箋がある（写真 5）．

大沢（2003：pp.105-107）に従えば，これは，和

紙に墨書されたオリジナルな付箋から後にライデ

ンにおいて郭成章によって清書されたものである

という．

③　�規格の洋紙のラベル．４種類がある．③ -1，黒の

枠線を持つ小型のラベル（3.2 × 8.7cm ほど）は，

枠と３本の罫線，左下の Provinc. / v. Siebold（以

下，改行を / によって示す），右下の Japonia が

印刷されたものである．このラベルは，シーボル

トが特注して製作したもののようであり，ラベル

への記載はシーボルト自身によるもので，長崎滞

在時のものではないかという（写真 7 右下）（大

沢 2003：pp.101-102）．なお，大沢の教示によれば，

このラベルは鉱物関係以外には見られないとのこ

とである．③ -2，黒枠線を持つ大型のラベル（7

× 11.5cm ほど）で，枠線と 4 本の罫線が印刷さ

れている．記載は整った筆記体で統一されている．

大沢（2003：p.102）によれば，ライデン国立自

然史博物館ホールン博士（Dr. P. G. van Hoorn）

によるものかとのことであったが，田賀井（2010：

p.140）によれば，筆跡が異なりホールンではな

　3-2　信濃和田峠「ホシクソ」の書付がある資料

No.329128（分析№ 28・29）の 2 点の黒曜石資料には，「信

濃和田峠　ホシクソ」と「黒石脂（コクセキシ）」とい

う和紙に墨書された書付が添えられ，信濃とホシクソの

文字にはアルファベットでその読み方がメモされていた

（写真 3）．この 2 点は，いずれも石器であった．これら

の石器は原産地の縄文時代の黒曜石採掘址や周辺地域の

集落など，遺跡において収集された可能性が高い．

№ 329128-1（分析№ 28）とした資料は，和田鷹山産

と原産地推定された削器（スクレーパー）である．素材

となったやや甲高の縦長剥片は，背面にザラザラしたや

や丸みのある自然面を有する亜角礫から剥離されてい

る．スクレーパーの刃部は剥片の上下と右側縁の 3 ケ所

にわたり，背面側にノッチ状の鈍角な刃部が形成されて

いる（図 2 左）．

№ 329128-2（分析№ 29）は，諏訪星ヶ台産？と原産

地推定された楔形石器である．表面に光沢がみられる板

状の亜角礫原石を素材とし，長軸となる上下の両端に階

段状の剥離と潰れが認められる．表裏ともに稜上が著し

く摩耗している．また，石器の断面は菱形を呈し，原石

面で構成されているが，片側の対峙する表裏原石面上に，

上下からの剥離痕に直行する横方向の線状擦痕が認めら

れ，使用法を考える上で興味深い痕跡と考えられた（図

2 右）．

長野県産の黒曜石は，この他にも諏訪星ケ台産？と原

産地推定された№ 329120（分析№ 8）と和田小深沢産

と原産地推定された№ 329124（分析№ 13）があり，№

329124 には，同様に墨書された書付が伴う．いずれも

やや光沢を残す平滑な自然面で構成された角礫であり，

№ 329128-1 のスクレーパーよりも黒曜石の産出地点に

近い場所で採取された可能性が高い．しかし，同一の書

付で括られた 2 点の№ 329128 は，産地が異なる石器で

あったことから，寄贈者自身が遺跡において収集した遺

物のコレクションの中から，黒曜石の総称として一般化

していた「ホシクソ」の名称を付してシーボルトに託し

たものとも考えられる．「ホシクソ」とされた 2 点の石

器については，帰属時期が確定できないが，光沢のある

板状の原石の利用は，採掘遺跡が営まれた縄文時代に顕
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シーボルトによる日本の鉱物コレクション中の黒曜石の現状調査と原産地推定

図３　シーボルト・コレクションの黒曜石に添付されていた付箋類
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シーボルトによる日本の鉱物コレクション中の黒曜石の現状調査と原産地推定

現在の資料番号は，この④のラベルに記載された番号

となっており，それは⑤でも踏襲されている（例えば，

RGM.329114）．資料番号は資料に白エナメルを塗り，そ

こに黒字で番号のみが記入されている．大沢（2003：

p.101）によれば，この資料番号は，氏がライデン国立

地質学鉱物学博物館を訪れた 1982 年当時，シーボルト・

コレクションの整理・同定を進めていたキュレーターの

ファン・デア・ウェーゲン（G. van der Wegen）によ

るものとのことである．

このうち⑤のラベルは基本的に④および③のラベルの

記載を引き継いで整理されたものであるので，以下，観

察，考察の対象とするのは①～④のラベルとする．

いという（写真 10）．③ -3，赤枠が印刷されたラ

ベル（5.3 × 12cm ほど）である（写真 6）．フラ

ンス語のラベルである．大沢の教示によれば，ラ

ベルの Bimstein, L. は，リンネの命名法による鉱

物の記載であるとのことである．③ -4，無地の

洋紙で，中央に「Japan」，下に「Coll. Sieboldt.」

と流麗な筆記体で書かれたものである（写真 8）．

Siebold ではなく Sieboldt と，綴りが異なる．

④　国立地質学鉱物学博物館のラベル．

⑤　ナチュラーリス生物多様性センターのラベル．

⑥　�このほかに，過去にこの資料を観察された方のも

のと思われるメモが３種類５点ある．

№ RGM No. 原産地推定結果
長さ
(cm)

幅
(cm)

高さ
(cm)

重量
(g)

器種等 観察所見 記録者

1 329114 白滝十勝石沢川 STTK 12.6 9.5 8.0 1002.7 礫（割） 円礫．分割：1/4． 羽田健一郎/寺田由乃/永井伊吹

2 329115 白滝十勝石沢川 STTK 12.8 9.0 5.0 615.7 礫（割） 円礫．分割：1/2．梨肌 翠川結美/北野　尽/森田　洸

3 329116 白滝十勝石沢川？ STTK? 8.9 6.7 5.8 418.9 礫
自然面が緻密に淘汰された円礫（採集地
点，下流域か）．分割：1/3.梨肌

小澤玲/清野みずほ/森田大喜

4 329117 隠岐？ Oki? 8.1 6.7 6.1 315.6 礫（割）
角礫．新しい剥離面有．表面の風化著しく
光沢（テカリ）あり．

竹之内一成/龍野姫佳/吉見菜之香

5 329118 神津島恩馳島 KZOB 9.7 6.0 4.4 251.5 礫（割）
平滑な面で構成された角礫．分割．角礫の
自然面は風化しているが平滑でシャープ
（節理面）．

北野友愛/東久保詠美/岩淵琥太郎

6 329119-1 白滝十勝石沢川 STTK 12.3 9.1 5.7 795.7 礫（割）
自然面が緻密に淘汰された円礫（採集地
点，下流域か）．分割：1/2．赤色混じり．

翠川結美/北野　尽/森田　洸

7 329119-2 白滝十勝石沢川 STTK 6.0 5.8 4.1 150.0 礫（割）
自然面が緻密に淘汰された円礫（採集地
点，下流域か）．分割：1/2．赤色混じり．

翠川結美/北野　尽/森田　洸

8 329120 諏訪星ヶ台？ SWHD? 8.1 6.1 405.0 211.1 礫（割）
平滑な面で構成された角礫．分割．節理面
発達．梨肌．

竹之内一成/龍野姫佳/吉見菜之香

9 329121 隠岐？ Ｏｋｉ? 6.4 4.7 2.8 73.1 礫（割）
平滑な面で構成された角礫．分割．表面の
風化著しく光沢（テカリ）あり．

竹之内一成/龍野姫佳/吉見菜之香

10 329122-1 白滝赤石山？ STAK 4.9 3.4 3.5 52.4 礫（割） 円礫．新しい分割．球顆発達． 小澤玲/清野みずほ/森田大喜

11 329122-2 白滝赤石山/十勝石沢川 STAK/STTK 3.1 2.2 2.9 16.0 礫（割） 同上（同一個体か）． 小澤玲/清野みずほ/森田大喜

12 329123 隠岐？ Oki? 5.8 4.4 3.9 119.5 礫（割）
亜角礫．過度の摩滅が著しいが，平滑な自
然面の風化は弱い．

翠川結美/北野　尽/森田　洸

13 329124 和田小深沢 小深沢 6.1 4.5 3.3 83.9 礫（割）
亜角礫（破砕礫）．平滑な自然面の風化は
弱い．稜線は摩耗している．赤～茶．

翠川結美/北野　尽/森田　洸

14 329125-1 佐渡真光寺 SDSK 5.7 5.0 3.6 116.0 礫 亜角礫．風化顕著． 北野友愛/東久保詠美/岩淵琥太郎

15 329125-2 十勝三股 TKMM 5.6 3.5 2.5 57.3 礫 円礫に近い亜角礫．風化顕著． 北野友愛/東久保詠美/岩淵琥太郎

16 329125-3 佐渡真光寺 SDSK 4.6 3.7 2.3 45.3 礫（割） 円礫．分割：1/4． 北野友愛/東久保詠美/岩淵琥太郎

17 329125-4 不明 2.9 2.8 1.7 17.7 礫 円礫に近い亜角礫．風化顕著． 北野友愛/東久保詠美/岩淵琥太郎

18 329125-5 佐渡堂林 SDDB 3.3 1.9 2.0 14.4 礫 円礫に近い亜角礫．風化顕著． 北野友愛/東久保詠美/岩淵琥太郎

19 329125-6 不明 2.9 1.5 1.7 10.4 礫 円礫に近い亜角礫．風化顕著． 北野友愛/東久保詠美/岩淵琥太郎

20 329126-1 不明 6.8 5.1 2.2 55.7 石器（槍）
自然面は風化が著しい．節理面で割れた扁
平な板状角礫を素材としたポイントの未製
品．剥離面は比較的新しく，続縄文か？

小澤玲/清野みずほ/森田大喜

21 329126-2 白滝十勝石沢川 STTK 4.4 3.4 1.2 20.0
石器

（槍orAH）

自然面は風化が著しい．節理面で割れた扁
平な板状角礫を素材としたポイント・石鏃の
未製品or石核．21.5ｇ

小澤玲/清野みずほ/森田大喜

22 329126-3 白滝赤石山？ STAK? 3.3 2.0 2.3 10.8 礫（割） 節理面を有する角礫．分割．梨肌． 小澤玲/清野みずほ/森田大喜

23 329127-1 嬉野

24 329127-2 （1～5は同一個体）

25 329127-3

26 329127-4

27 329127-5

28 329128-1 和田鷹山 WDTY 3.8 1.9 0.9 18.4
亜角礫から剥離された剥片素材のスクレ
ーパー

大竹憲昭/実測大竹幸恵

29 329128-2 諏訪星ヶ台？ SWHD? 4.5 3.3 1.8 4.7
平滑面で構成された板状原石を素材とす
る楔形石器

大竹憲昭/実測大竹幸恵

30 329428 * 白滝赤石山？ STAK? 11.7 10.8 ― ― 礫（割） 円礫．分割：1/2． 大竹憲明/大竹幸恵

31 411069 隠岐？ Oki? 10.2 9.5 6.3 746.2 礫（割） 角礫．破損面有．風化顕著． 竹之内一成/龍野姫佳/吉見菜之香

32 411070 （スラグ） 7.5 5.1 5.5 236.0 羽田健一郎/寺田由乃/永井伊吹

33 411075A 〃 6.4 5.1 3.5 120.6 羽田健一郎/寺田由乃/永井伊吹

34 411075B 〃 5.7 3.7 3.3 97.3 羽田健一郎/寺田由乃/永井伊吹

35 411075C 〃 3.4 2.5 1.2 6.3 羽田健一郎/寺田由乃/永井伊吹

* 本資料は計測もれにより，一部の計測値はない．

12.7 11.9 9.8 ― 大竹憲昭
亜角礫，礫面にローム付着．1～5同一個体
で接合し亜角礫に復元される（No.62のシー
ル貼り付けの後に破砕されている）．

*

表２　シーボルト・コレクション黒曜石の属性観察所見
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①　�No.329117，329124，329128，411070，411075 には，

和紙に墨書の付箋が貼付または添付されている．

No.329117 には，和紙に墨書きの付箋が貼付さ

れており，「因州 / 馬蹄石」と読める（写真 9）．

隠岐産？と推定された黒曜石である．この資料

に付された③ -2 のラベルがあり，「Obsidian Aus 

Inaba! Nach “Burger” aus Jezo」とある．ビュル

ガーが整理・同定を行っていたことを明確に証拠

立てる例証になる．ビュルガーが因州を蝦夷とし

たが誤りであり，因幡であることが注記されてい

る．ビュルガーの名が認められるのはこの 1 枚

のみとのことである．また，大沢（2003：p.111）

に触れられているように，氏の誤認から，島根

県とすべきところを鳥取県（prov. Totori）と

誤っているこのラベルの青のボールペン追記は，

ウェーゲンによる 1982 年のものであるとのこと

である（写真 10）．

No.329124 は，和田小深沢産と判定されたもの

で，「臼井石 / イハシ」と書かれた② -2 の付箋が

あり（写真 5），資料に直接貼付された和紙には「臼

井 / いかくいし」と書かれている（写真 11）．

No.329128 は，「シナノワダトウゲ / 信濃和田

峠 / ホシクソ」「コクセキシ / 黒石脂」の二つの

和紙に墨書きの付箋が付いている（写真 3）．資

料は 2 点あり，うち 1 点は和田鷹山産，1 点は

諏訪星ケ台産と推定された．前者の付箋には，

「Hojihquso / Sinano」というアルファベットに

よる読みが付されている．また，④のラベルには，

「OBSIDIAN. Lighter colour than usual obsidian. 

Transparent / Loc. Wada pass, Nagano Pref. 

Honsyu island」とある．透明度の高い和田鷹山

産の黒曜石の特徴を良く示している．

No.411070，411075 は 2023 年の調査時に新た

に黒曜石の可能性のあるものとして提示された

ものであるが，すべてスラグであった .No.411070

には，和紙に墨書で「クロヤクセキ / 黒やく石」

と書かれたものと，② -2 としてこれを楷書で清

書した「クロ　セキ / 黒ヤク石」と記された二種

類の付箋があり，資料には和紙に墨書で「浪？？」

と記されたものが貼付されている．３文字は確か

なところだが，欠損が著しく文字は判読できな

かった．③ -2 のラベルとして，「Obsidian（Kuro 

jakuseki）」が付されている．④のラベルでは，

「PICHSTONE The old labels call it obsidian」と，

黒曜石ではないと同定されている．No.411075 の

うち 1 点，スラグと判断される資料には和紙に墨

書で「オザカ」と書かれたものが貼付されてい

る．「オザカ」の前にも文字があるが，日本字で

はなく，アルファベットで obit のように見える

が，確かではない（写真 12）．また，和紙に墨書

で「ドクセキ / 毒石」と記された付箋があり，「ク

ワサン / 華庄　シャクセキシ / 赤石脂」と記され

た② -2 の付箋がある．大沢によれば，「ヤク石」「毒

石」といった付箋から見ると，これらの標本は石

薬起源のものではないかと疑われるという．④の

ラベルでは「FURNACE GLASS / SLAG　Loc：

JAPAN」とされている．

②　�洋紙にペン書きの付箋② -1 が４点ある．No.329115，

329116，329118，329428 に 添 付 さ れ て い る も

の で， い ず れ も「Obsidian,W / Lave vitreuse 

obsidienne, H」 と 記 さ れ て い る（ 写 真 ４）．

No.329428 の み，3 行 目 と し て「von der Insel 

Krafto」が記されている．W はドイツ，フライ

ベルク鉱山学校の Abraham Gottlob Werner，H

はフランス，ソルボンヌ大学の R. J. Hauy とい

うドイツ，フランスの当時の代表的な鉱物学者

であり，鉱物の命名をこの両者に拠っているこ

とを示しているという（大沢 2003：pp.102-103；

田 賀 井 2003：p.77；Tagai and Mikouchi 2008: 

pp.235-236）．前述のように，これはビュルガー

の筆跡であるという．長崎で記されたものとみら

れる．ちなみに，A. G. Werner の 8 巻本からな

る鉱物学書『Letztes Mineralsystem』（1818）と

August Siegfried Hoffmann の『Handbuch der 

Mineralogie』（1817）が長崎におけるシーボルト

の購入書籍リストに見られるという（大沢 2003：

p.102，板沢 1988：pp.63-64）．② -2 については既

に前項で触れたように郭成章による日本語付箋の
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Hokkaido Island, Japan」とある．この「鳥取県」

は大沢の述べている誤りをそのまま引き継いでい

る．No.329428 で は，「Loc: Sakhalin （Karafuto） 

Island,/RUSSIA」と記されている．No.411069 で

は，前述の珪化木のラベルと思われるものを受け

継 ぎ，「Loc: “Jamasiro”district / JAPAN」 と さ

れている．

⑤　�これらのラベルとは別に，比較的新しいものと思

われる洋紙の無地のメモ用紙や小型のノートに記

されたメモが，５点確認できる．No.329116 に添

付されたメモは，小型ノートに青ボールペンで

「W=…… Wada pass / near Nagano / （Honsyu 

isl）」とある．白滝十勝石沢川産と推定された資

料で，和田峠産ではない．No.329119 には 2 種類

のメモがあり，やや大きさの異なる無地のメモ用

紙に，一つは青ボールペンで「Hokkaido? / …… 

glass」，いまひとつは鉛筆で「329119 /Obsidian 

/ Loc: Shirataki, / Hokkaido, / JAPAN / 21.June 

2012 / Tagai」とある（写真 15）．後者は，2012

年の田賀井による調査時に添付されたものであ

ろう．大沢の教示によれば，No.329119 は Van 

der Wegen リスト（1982 年当時）に Hokkaido, 

Japan, Probably from Hokkaido, luster red-

brown, see literature M. OSAWA et. Al. 1977 と

あり，大沢が調査時に肉眼的に十勝産と認めたこ

とによるという．東大のリストにもこれは引き継

がれているという．№ .329122 も無地のメモ用紙

に青ボールペンで「… de Wada Pass?」とある．

No.329127 には無地のメモ用紙に青ボールペンで

清書ラベルと思われる．

③　�No.329114 には③ -1，③ -2 の両者が付されてい

るが，小ラベルには，「Obsidian/von der Insel 

Krafto」とあり，大ラベルも同一の記載ながら，

青のボールペンで「Sakhalin」と書き込みがあ

る．No.329117 の③ -2 のラベルについては前述し

た．No.329123，329125 には③ -2 が付されている

が，いずれも左上に「Obsidian」1 行のみである．

No.411069 にも同じ③－ 2 のラベルが付されてい

る が，「Holzstein（Sukikwaseki ie Cryptomesi 

ae ?ignum fossile）/Aus Jamasiro （usi?）」とあり，

山城の宇治？の珪化木というラベルで，混入した

ものではないかと思われる（Tagai and Mikouchi 

2008: p.195）（写真 13）．

赤線枠の③ -3 が 1 例ある．329118 に付された

もので，「OBSIDIENNE SCORI/ ＝ FORME.H./

Bimstein.L./du japon」とフランス語で 4 行に記

されている（写真 6）．

無 枠 の 小 形 の ラ ベ ル ③ -4（ 写 真 8） は，

No.329115，329116，329118，329428 に付されて

いる．

④　�全資料に付されているラベルで，国立地質学

鉱物学博物館のラベルである．基本は，「RGM

番 号 /OBSIDIAN/Loc:」 の 3 行 が 記 入 さ れ

る．No.329128，411070，411075 に つ い て は

前述したとおりである．No.329114 では，「loc: 

Sakhalin Island, part of Russia since 1945」 と

あり，Sakhalin の下に（Karafuto）と記されて

い る．No.329117 で は，「Loc: Tottori pref. or 

図４　黒曜石剥片から得られたDELTA－ JSXの黒曜石原産地推定指標値の関係
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図６　北海道・東北の黒曜石原産地判別図

図５　中部関東・北陸山陰の黒曜石原産地判別図
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値を SEA-2110 の原産地判別指標の相当値に変換する方

法である．本研究でも金井ほか（2021）の方法を参考

に DELTA のデータを変換する方法を採用し，DELTA

のデータを明治大学黒耀石研究センター所有の据置型

EDXRF（JSX-3100RII; 日本電子社製）のデータ相当

値に変換し，JSX-3100RII 用の黒曜石原産地判別図に

DELTA の変換データをプロットすることで原産地を推

定した．

ここで DELTA と JSX-3100RII の間での黒曜石原産

地推定指標のデータ変換について確認する．利用する

原産地推定指標は望月ほか（1994）によって提案され

た 4 つの指標（① Mn × 100/Fe，② log （Fe/K），③

Rb 分率 =Rb/ （Rb+Sr+Y+Zr） × 100，④ Sr 分率 =Sr/

（Rb+Sr+Y+Zr） × 100）である．確認に用いた試料は

JSX-3100RII 用の原産地判別図作成に用いた原産地原石

のうち，17 原産地 32 試料である．DELTA の分析条件

は雰囲気：大気，重元素分析管電圧：40 kV，重元素分

析測定時間 30 秒，軽元素分析管電圧 10 kV，軽元素分

析分析時間：60 秒，照射径：φ 10 mm とした．また，

JSX-3100RII の分析条件は雰囲気：真空，管電圧：50 

keV，照射径：φ 3 mm，測定時間：180 秒とした．なお，

「Hime-sima ？ /N of Kyushu」とあるが，これは

他の青ボールペンのメモとは筆跡が異なり，大沢

によるものとのことである（写真 14）．姫島産の

薄い色相といった特徴から推理して判断したの

か，あるいはこういう種類もあると伝えたのかは，

記憶にないとのことであった．大沢，田賀井のも

のを除いて，他のメモがいつ誰の手によるものか

は明確ではないが，筆跡からみると，No.329116，

329119，329122 は同一人物による可能性が高い

ように思える．

４．黒曜石原産地推定

本研究における DELTA を用いた黒曜石の原産地

推定は金井ほか（2021）による先行研究があり，蛍光

Ｘ線分析の一次データである蛍光Ｘ線強度を用いた原

産地推定が実施されている．金井ほか（2021）の方法

は，池谷（2008）が黒曜石原産地判別図を作成した据

置型 EDXRF（SEA-2110）と DELTA で同一の黒曜石

原石を分析し，DELTA で得られた原産地判別指標の

図７　九州の黒曜石原産地判別図（暫定）
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５．おわりに

シーボルト・コレクション中の「ホシクソ」が，真に

和田鷹山産黒耀石であるかどうかを確認するという当初

の目的は，観察所見，蛍光Ｘ線による産地推定ともに，

間違いないことを明らかにできた．同時に行ったシーボ

ルトが日本から持ち帰った黒曜石の原産地推定は，一部

に不明のものが残ったが，北海道白滝，新潟県佐渡，東

京都神津島，長野県和田鷹山，長野県諏訪，島根県隠岐，

佐賀県嬉野の各産地が特定できた．ただ，これらの黒曜

石をシーボルトがどのように収集したかについては，「ホ

シクソ」を含めて明確な記録もなく，現状では不明とい

わざるを得ない．

シーボルトが精力的に各種の博物学資料を収集したこ

とは，そのコレクションの質・量から推し量ることがで

きるし，『江戸参府紀行』などに見えるように，自身採

集したものもあるが，多くは購入したり，門人らを通じ，

また本草家や蘭学者との交友を通じて収集したりしたも

のであることも明らかである．誰がどのような経緯でこ

れらの資料をシーボルトに提供したのか，これは江戸期

の我が国の「科学」の状況を知るうえで，来日外国人と

日本人の「科学者」「学者」等との関係を考えるうえで

大きな意味があると思われる．

黒曜石に限ってみれば，長崎の出島や鳴滝の近傍では

採集できないものであり，江戸参府の道筋で黒曜石が採

集できるとしたら，佐賀の嬉野，神奈川の箱根畑宿に限

られよう．産地推定の結果や観察所見を見ると，箱根の

資料は無い．嬉野は 1 点あるが，江戸参府時に採集した

ものとは思えない．シーボルトは江戸参府の途次，嬉野

では温泉成分の分析を行っており，これについてはかな

り詳しく述べているにもかかわらず，そこで黒曜石を採

集したとすれば，何らかの記載があるのではないかと思

うからである（ジーボルト 1967：pp.53 － 55）．これは

参府時に自身で採集したものではなく，別の機会に弟子

たちによって採集されたか，贈られたものである可能性

が高いであろう．

北海道産の黒曜石が多く集められているが，これらは，

おそらくは最上徳内からか，徳内の援助で収集したもの

DELTA の分析において Mn および Fe 強度は分元素分

析モードと軽元素分析モードのどちらの分析でも算出で

きるが，より蛍光Ｘ線強度の値が大きくなる軽元素分析

モードの値を採用した．

DELTA と JSX-3100RII の蛍光 X 線強度から算出さ

れた原産地判別指標値の関係を図 4 に示す．この図 4 で

は DELTA と JSX-3100RII で分析された原産地判別指

標値の相関係数は約 0.99 と極めて高い相関を示してお

り，DELTA での分析結果から算出された原産地判別指

標値を JSX-3100RII のデータ相当値に変換して原産地判

別図にプロットすることが可能だと判断できる．

以上の検討と変換結果を受けて，シーボルト資料の

うち 27 点を対象として現地にて p-XRF（DELTA）に

よる測定を行い，日本において元データの強度解析と

JSX-3100RII 用の判別図にもとづいた原産地推定実施し

た．なお現地での測定は，大気下での測定であることや

資料の一部に風化面が含まれていることを考慮して，そ

れぞれの資料について２～４回実施した．その結果は表

1・2 に示したとおりであるが，№ 23 の 329127 － 1 ～

５の５点は同一個体であったため，№ 23-1 のみを測定

した．

今回の調査の目的は「ホシクソ」とされた黒曜石が信

州産であるかどうか確認することを第一の目的としてい

たため，まず図 5 の「中部関東・北陸山陰の判別図」と

の照合を行い，そこで不明となった資料を図 6 の北海道・

東北の判別図」によって推定し，さらに図 7 の「九州の

判別図」と対比した．

これらの作業のなかで，判別群から多少外れるものに

ついては「？」を付けて示した（STTK? など）．また２

つの産地のどちらかに帰属する可能性が高いものは２の

産地を併記した（STAK/STTK）．なお隠岐の原産地に

ついては，３分類が試みられることが多いが，ここでは

細分はせずに「隠岐」とのみ表記した．

九州の判別図については，この作業のために新たに原

石を測定して暫定的に作成したもので，十分な検討と吟

味を加えていない．そうした事情を考慮し，また混乱を避

ける意味もあって判別図中の原産地名を漢字表記とした．
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シーボルトによる日本の鉱物コレクション中の黒曜石の現状調査と原産地推定

Siebold である．他の二人の父であり，しばしば「大シー
ボルト」と呼ばれる．以下，単に「シーボルト」と表記する．
他の二人は，長男が，外交官として活躍した Alexander 
George Gustav von Siebold であり，次男が考古学者の
Heinrich von Siebold で「小シーボルト」と呼ばれること
がある．

 　�また，助手の「ビュルガー」についても，「ビュルゲル」
とされることが多いが，本稿では「ビュルガー」とする．

2）�長和町は国際交流事業として，英国イースト・アングリ
アのブレックランドとの交流を進めている．世界遺産と
なっているフリント鉱山遺跡であるグライムス・グレイ
ブス（Grimes Graves）の所在するノリッジの南西にある
セットフォード（Thetford）のアンシエント・ミュージ
アム（Ancient Museum）と長和町黒耀石体験ミュージ
アムをつないだ青少年の国際交流プログラムがその核で
あり，星糞峠黒曜石原産地遺跡群とグライムス・グレイ
ブスが姉妹遺跡となり，両ミュージアムの学芸員および
青少年のクラブが継続的な相互派遣プログラムを行って
いることである．長和町からの青少年交流スタッフを黒
耀石大使という．2023年度の黒耀石大使は14名で，引率
の長和町職員とともにシーボルト・コレクションの黒曜
石の計測にあたっていただいた．

 　�計測協力者：羽田健一郎・北野友愛・東久保詠美・北野尽・
岩淵琥太郎・吉見菜々香・龍野姫佳・森田大喜・森田洸・
竹之内一成・寺島由乃・清野みずほ・小澤玲・翠川結美・
永井伊吹・関奈津恵・宮阪勇・笹澤真弓・宮坂浩光．

3）�民族学資料・考古資料（石器類・玉類）はライデン国立
民族学博物館に，植物学関係資料はライデン大学国立植
物学博物館に所蔵されている．

4）�このうち23の No.329127は，5点ある資料が接合して1点の
黒曜石となるものであったため，実際の計測調査点数は
27点となる．
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ではないかと疑われる（田賀井も同様の推測を述べてい

る（Tagai and Mikouchi 2008: p.236））．ただし，その

採集地として樺太が散見される理由は定かではない．樺

太に運ばれた北海道産の黒曜石が採集されたものか，採

集地が誤認されたものか，判断できない．神津島のもの

は，天文方の永井甚左衛門によるものではないかと思わ

れるが，確証はない．文化 12（1815）年，永井は伊能

忠敬に代わり伊豆諸島の地図製作のために現地で測量を

行ったことがあり（渡邊 1997：p.238），シーボルトと交

友のあった者の中で神津島に行った経験を持つのは永井

だけであろうからである．それ以外の資料については，

現状では，シーボルトに多くの石鏃を贈った桂川甫賢，

尾張の本草の大家水谷助六（豊文），その弟子で，シー

ボルトの植物研究を助けた伊藤圭介，大河内存真などが，

かかわった可能性が見えるが，確証はない．ちなみに，

『江戸参府紀行』の中で唯一黒曜石に触れているのが，3

月 29 日尾張，宮の宿舎を訪れた水谷豊文のコレクショ

ン中に「緑色の美しい黒曜石などがあった」という記述

である（ジーボルト 1967：p.171）．

いずれにせよ，黒曜石の贈り主の調査はこれから始め

なければならない課題である．田賀井らが進めている和

紙墨書の付箋の書き手の調査が進み，かなり筆者が特定

されたという．これは大きな手掛かりであろう．筆者ら

も一部の弟子や交友のあった蘭学者・本草家・医師など

の残した日記類などの調査に着手したところであるが，

いまだ明確な証拠を確認するには至っていない．

謝辞
　本調査は，公益財団法人 東芝国際交流財団と一般財団法
人 自治体国際化協会の助成を受けて実施したものである．
また，資料の観察および計測にあたっては , オランダ・ライ
デン市のナチュラーリス生物多様性センター，およびキュ
レーターで，シニア・コレクションマネージャーである Rob 
van den Berg 氏とハイデルベルグ大学教授の Ilona bausch
氏，東京学芸大学名誉教授の大沢眞澄氏にご指導 , ご協力を
得た , 心より御礼申し上げる．また本研究の分析については
JSPS 科研費 JP21H00599（代表：池谷信之）の助成を受けた．

註
1）�斎藤信訳，東洋文庫本『江戸参府紀行』では著者名が，

「ジーボルト」とされているが，以下，もっとも多用され
ている「シーボルト」とする．

 　�我が国の歴史に関わりをもつシーボルトは3人いるが，
本稿で扱うシーボルトは，Philipp Franz Balthasar von 
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Abstract

The mineral collection that Siebold brought back from Japan is now kept at the Naturalis Biodiversity Center in 
Leiden, the Netherlands. There are 27 obsidian specimens in that collection, and one of them has a Japanese notes that 
says, “Shinshu Wada Pass, Hoshikuso”. The authors decided to check whether this was truly produced at Wada Pass 
and to confirm the details of the character of it. So, we went to Naturalis in 17/11/2022 and 7/8/2023and made detailed 
observations of it and also identified the source of obsidian using fluorescent X-ray analysis with the help of the Nagawa 
Town Obsidian Ambassadors. At the same time, we also observed and estimated the origins of other obsidians in the 
collection.

RGM.329128, with the Japanese note “Hoshikuso”, contains two pieces of obsidians. One of which is estimated to 
be obsidian from Wada-Takayama, and the other from Suwa-Hoshigadai. Both are probably stone tools of Jomon Age. 
Those are prehistoric stone tools, although they are not typical. This confirms that the existence of obsidian at Wada Pass 
in Shinshu, central highland Japan, was already recognized in the end of mid-Edo period and that it was called the name 
of “Hoshikuso”.

Also, we tried to identify other 25 obsidian sources by fluorescent X-ray analysis. Several specimens were estimated 
to be obsidians from Shirataki（Hokkaido）, Sado（Niigata）, Kozushima（Tokyo）, Wada-Takayama（Nagano） and 
Suwa-Hoshigadai（Nagano）, Oki（Shimane）, and Ureshino（Saga）. But the details of where each material was 
collected, who collected it, and who donated it to Siebold could not be determined. We want to continue elucidating this 
issue as much as possible.

Keywords: Siebold，obsidian, “Hosikuso”，Naturalis Biodiversity Center in Leiden，Nagawa Town Obsidian 
Ambassadors，p-XRF
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A report on the character and origin of the obsidians of the 
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2023年度　黒耀石研究センター活動報告

Ⅰ　研究活動

（１）�「長和センター」

① EDXRF（エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置）による

黒曜石原産地推定

　日本電子（JEOL）社製 JSX-3100Ⅱを用いて，九州地

方の主要な原産地黒曜石を測定し，その結果にもとづい

て原産地推定のための判別図を作成した．これにより，北

海道から九州まで列島全域の原産地推定が可能となった．

　また同装置を用いて北海道空港南 A 遺跡・智東8遺跡・

楠遺跡・ユカンボシ E9遺跡・同 E4遺跡・茂漁7遺跡・

南松島遺跡，埼玉県清河寺前原遺跡・西武蔵野遺跡・新

屋敷遺跡・滝の宮坂遺跡，神奈川県深見諏訪山遺跡，長

野県志なの入洞穴，広島県冠原産地遺跡などから出土し

た黒曜石の原産地推定を実施した．

② p-XRF（可搬型蛍光Ｘ線分析装置）の実用化と黒曜石

原産地推定

　黒曜石研究センターが保有している DELTA 社製 

p-XRF の強度を JSX-3100Ⅱの強度に変換する一次回帰

式を作成し，JSX-3100Ⅱ用の原産地判別図を DELTA 

社製 p-XRF でも共有できるようになった。これを用い

て千葉県伊豆山台遺跡・花山遺跡，静岡県見高段間遺跡，

京都府京都御苑内遺跡などの原産地推定を実施した．

③信州黒曜石原産地の踏査

　蓼科冷山群の原産地における産出状況や，その蛍光Ｘ

線分析による細分のために，麦草峠および大石川周辺の

踏査とサンプリングを実施した．

④その他

　蛍光Ｘ線分析法では分離できない判別群を晶子形態の

観察によって分離する試みを継続している．蓼科冷山群

（TSTY）は比較的広範囲に産出地が広がり，それぞれ

外観も少しずつ異なっているが，蛍光Ｘ線分析では今の

ところ分離できていない．今年度はこれらの産出地を晶

子形態によって限定する方法を探り，その可能性がある

ことが明らかとなった．またこの成果によって，佐久市

香坂山で蓼科冷山群と推定されていたものが，より地域

的に限定できる可能性が高まった（中村由克客員研究員）．

　岡谷市丸山遺跡草創期石器群の整理作業を継続した．

今年度は縄文早期以降のものとして収蔵されている石器

の中から，石斧や石鏃などを抽出し追加実測するともに，

黒曜石については原産地推定を実施した（中村客員研究

員と橋詰潤元センター員との共同研究）．

　縄文時代前期後葉の「オブシィデアン・ラッシュ」の

実態を明らかにするために山梨県釜無川中流域の2遺跡

と東京都八王子地区の8遺跡の原産地推定を実施し，そ

の成果を論文化した（帝京大学文化財研究所 金井拓人・

身延山大学 保坂康夫との共同研究）．　　　（池谷信之）

（２）猿楽町分室：先史考古学関係

①縄文土器の機能に関する研究

　研究協力協定を結ぶ東京大学総合博物館放射性炭素年

代測定室と，同位体分析による土器の機能解明，および

縄文時代の加工食品の内容物解明のために長野県井戸尻

遺跡・群馬県行田大道北遺跡，山形県材木遺跡などから

出土した資料の分析を実施した．

　千葉県塚の腰遺跡から出土した型式不明の土器につい

て，その特徴を抽出したうえで炭素年代や網代痕跡など

の分析をへて編年的位置とその類例，編年的な位置につ

いて同研究室と共同研究を実施した．

②縄文時代のヒスイ・コハク利用に関する研究

　昨年度に現地踏査を実施した , 山形県最上町材木遺跡

について科研費による学術調査を９月３日～13日に実施

した．遺跡からは縄文時代晩期の土器・石器が多量に出

土し，遺構は検出されなかったものの，滑石や緑色石英

２０２3年度　黒耀石研究センター活動報告
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（３）猿楽町分室：植物考古学関係

　今年度は，科学研究費学術変革領域研究（A）の計画

研究班研究代表者および研究分担者，同研究総括班研究

分担者，基盤研究（A）の研究分担者4件，基盤研究（B）

の研究代表者2件，同分担者5件，基盤研究（C）の研究

分担者1件，挑戦的研究（萌芽）の分担者2件が採択され

ており，それぞれの研究に基づいて調査研究を実施した．

（1）鹿児島県姶良市において縄文時代中期の前田遺跡出

土編組製品の復元実験を行った．現地協力者とともに

遺跡周辺において素材植物を採取し，素材の分割と調

整，復元製作を行った．

（2）福島県福島市前田遺跡の縄文時代中期〜晩期土器

圧痕の若手育成を兼ねた大学合同調査を行い，その３

回分の成果を『福島県埋蔵文化財センター　白河館研

究紀要』22号に投稿した．また同遺跡出土の自然木の

プレパラート標本を作製して同定し，森林環境の復原

を行った．出土大型植物遺体と編組製品の観察指導を

行った．さらに土器付着炭化物のサンプリングも実施

した．

（3）土器圧痕や炭化種実，土器付着炭化物として頻出す

るキハダやミズキ，ニワトコなどの利用を解明するた

め，岩手県御所野縄文公園とその周辺において現生樹

木の果実を採取し，化学成分分析試料を研究分担者お

よび研究協力者に送付した．

（4）シダ植物で製作した縄文時代の縄の実態を解明する

ため，岩手県御所野縄文公園とその周辺においてリョ

ウメンシダとワラビを採取し，御所野縄文博物館の研

究協力者とともに縄の製作を行った．

（5）土器種実圧痕および敷物圧痕の調査を水子貝塚資料

館，多摩六都科学館，千葉市埋蔵文化財センター，是

川縄文館などの各地の出土資料所蔵機関で行った．

（6）京都府小樋尻遺跡や東京都泉岳寺駅改良工事地区

などから出土した木製品類や自然木の樹種同定を行っ

て，森林組成の復元と資源利用を解明した．

（7）東京都調布市下布田遺跡出土の大型植物遺体の同定

を行った．

（8）神奈川県西富岡上糟屋遺跡出土の筬の調査指導と素

材同定のためのサンプリングを行った．

（9）佐賀県東名遺跡で出土編組製品の素材植物同定のた

を用いた小玉・勾玉などの製品・素材などが出土し，当

該地域での在地石材を用いた攻玉生産の様相についての

解明の糸口を得ることができた．

　『縄文の装身具を考える』と題したシンポジウムを東

日本地域の研究者を招聘して，１月27日に本学にて開催

した（詳細は「Ⅱ研究交流・研究会」に掲載）．昨年の

シンポジウムでは縄文中期のヒスイ・コハクを中心とし

た原産地の様相や生産遺跡などの様相を話題としたが，

本年はヒスイと各地の在地系石材を中心にその利用形態

や加工，そして副葬状態などについて検討と比較研究を

行った．

③トチノミ食に関する考古・民俗研究

　昨年度に続き，トチノミ食に関する民俗学的な聞き取

り調査を，長野県秋山郷・新潟県三面・岐阜県徳山村な

どで行った．聞き取り調査と併せて，それぞれの地域（役

場・博物館・図書館）での文献調査も実施し , トチノミ

食に関する文献資料についても悉皆調査をすすめた . こ

うした成果をまとめて『トチノミ食に関する民俗』と題

した資料集を２月に刊行した .

④明治大学研究者交流支援事業

　明治大学研究者交流支援制度（Research Mobility 

Grant）を利用し ,Vietnam Academy of Social Science 

Institute of Archaeology の Nguyen Gia Doi 博士を本

学に招聘した . 黒曜石研究センターとの共催事業として

ベトナム後期旧石器時代の多層遺跡として著名な Con 

Moong 洞穴の調査成果 , 並びに８０万年前の前期旧石器

時代遺跡として世界的にも注目されている An Khe 遺跡

の研究成果に関する講演（「Lower Paleolithic Industry 

of An Khe in Central Vietnam」）が６月22日と７月１日，

本学に於いて実施された .　　　　　　（栗島義明）

シンポジウム会場の状況

2024010220-明大-資源環境と人類14-10-10活動報告.indd���1342024010220-明大-資源環境と人類14-10-10活動報告.indd���134 2024/03/13���17:00:342024/03/13���17:00:34



― 135 ―

2023年度　黒耀石研究センター活動報告

ユーラシアにおける細石刃石器群の展開』

日時：2023年11月11日（土）・12日（日）

場所：明治大学駿河台キャンパス・グローバルホール

共催：八ヶ岳旧石器研究グループ

研究発表

「小石刃生産と細石刃生産をめぐって」　堤　隆

（COLS）

「細石刃の作り方」　大場正善（山形県埋蔵文化財セン

ター）

基調講演

「日本列島の細石器と細石刃」　田村　隆（千葉県）

「コロニーの形成，なぜ湧別集団だけなのか？」　

稲田孝司（岡山大学名誉教授）

研究発表

「北海道南西部における細石刃石器群研究の進展」　

高倉　純（北海道大学）

「神奈川の細石刃出現期と尖頭器」　諏訪間　順

（COLS）

「古本州島における細石刃石器群の出現と展開－西か

らの視点－」　芝　康次郎（文化庁）

「内陸アラスカにおける完新世細石刃文化の変容と終

焉」　平澤　悠（東亜大学）

「中国細石刃石器群の展開」　加藤真二（奈良文化財研

究所）

「朝鮮半島の細石刃石器群」　大谷　薫（東京都立大学）

基調講演

「韓半島における黒曜石の原産地ネットワーク」　

張　龍俊（韓国国立大邱博物館）

特別講演

「古代ゲノムからみた日本列島への人類拡散」

太田博樹（東京大学大学院）

紙上発表

「神津島産黒曜石の海上運搬，そして集住と散開」

池谷信之（COLS）

「北方系社会集団が海を渡った時」　諸星良一（東京航

業研究所）

「近畿・中四国地方における細石刃石器群研究の課題」

光石鳴巳（橿原考古学研究所）

めのサンプリングを行った．

（10）青森県是川縄文館で出土籃胎漆器の調査と素材植

物同定のためのサンプリングを行った．企画展示に向

けた事前調査を実施した．

（11）東京文化財研究所で南蛮漆器の木胎の調査を行った．

（12）現生植物の対照標本を東京大学樹芸研究所で採集

した．さく葉標本のほかに種実や繊維，木材の標本を

採集し，共同研究機関に配布した．

（13）昭和女子大学，國學院大學，東京大学，東京学芸大学， 

千葉大学，東北大学，福島大学，立命館大学，京都大

学の学部生および大学院生の卒業論文および修士論文

作成指導を行った（計11名）．早稲田大学と國學院大

學の修論審査を行った．

（15）東京国立博物館および東京都奥多摩町で木彫像の

樹種を調査した．タイとベトナムで古代の仏像の調査

を行った．韓国南部と対馬でカクレミノからの黄漆採

取の調査を行った．

（16）ラオスで編組製品の使用と素材植物選択に係る聞

き取り調査をラオス国立大学と共同で実施し，前年度

の調査成果を現地で報告した．

（17）国立民族学博物館，国立歴史民俗博物館にて共同

研究の内容を発表した .

（18）多摩六都科学館や相模原市博物館で一般向けの土

器圧痕ワークショップを開催した．日本考古学協会，

日本文化財科学会，日本植生史学会で研究成果を発表

した .

（19）かながわ考古学財団，奥会津博物館，浅間縄文

ミュージアム，東村山ふるさと歴史館，御所野縄文博

物館で招待講演を行った．� （能城修一）

（４）センター構成員による科研費研究 

　センター員・客員研究員による 2022 年度科研費研究

は，新規採択された研究はなかったものの，代表者９件・

分担者 14 件の研究が執行された．

Ⅱ　研究交流会・研究会

（１）�黒耀石研究センター主催シンポジウム：

資源環境と人類 2023『日本列島および東
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設，星糞峠黒曜石原産地，東餅屋黒曜石原産地，星ヶ

台黒曜石原産地

（４）�普及講演会「ヨーロッパ旧石器時代の洞穴

壁画」

主催：COLS

日時：2024年１月21日（日）

場所：明治大学駿河台キャンパス　グローバルホール

主催：COLS

後援：八ヶ岳旧石器研究グループ

 講演「ヨーロッパ旧石器時代の洞窟壁画」五十嵐ジャ

ンヌ（東京藝術大学）

鼎談「洞窟壁画に表現されたもの」

　登壇者　佐藤孝雄（慶應義塾大学）

　五十嵐ジャンヌ（東京藝術大学）

　堤　隆（COLS）

（５）信州黒曜石フォーラム

　黒曜石に関わる以下の論点を基軸とした研究を推進す

ると同時に，黒曜石原産地遺跡と集散地遺跡・黒曜石が

供給された遺跡などの，黒曜石の「絆」で結ばれた長野

県の遺跡の保存と活用の道を探ることを目的として開催

している．１黒曜石の生成と原産地の成り立ち．２黒曜

石利用をめぐるヒトとモノの動き．３黒曜石からみた石

器時代社会の復元．

　これまではフォーラムメンバーに限定してオンライン

開催していたか，今年はメンバー以外の研究者にも周知

して開催した．

第９回（通算）７月16日（日）　オンライン拡大開催

「岡谷丸山遺跡発掘調査の概要」　山田武文（岡谷市教

育委員会）

「岡谷丸山遺跡出土石器の検討：草創期石器の抽出と

その評価にむけて」　橋詰　潤（新潟県立歴史博物

館）

第10回（通算）9月10日（日）　オンライン拡大開催

「岡谷丸山遺跡出土黒曜石の原産地とその解釈」池谷

信之（COLS）

「岡谷丸山遺跡の石器石材とその産地」中村由克

（COLS）

ポスター発表

「タチカルシュナイ第Ⅴ遺跡 C 地点の黒曜石原産地と

水和層の解釈」　青木要祐（新潟大学）・中沢祐一（北

海道大学）・佐野恭平（兵庫県立大学）・和田恵治（北

海道教育大学）

「東海地方西部における細石刃剥離技術と石材環境」

村井咲月（南山大学大学院）

「細石刃植刃槍の投射実験と衝撃剥離痕跡」　両角太一

（大正大学大学院）

「山形県大石田町角二山遺跡における珪質頁岩製細石

刃の剥離技術 －東北大学考古学研究室発掘調査資

料を中心に－」　金　彦中（東北大学大学院）

「北方系細石刃石器群の南下経路と荒屋遺跡の位置－

魚沼から信州・関東へ－」　加藤　学（新潟県埋蔵

文化財調査事業団）

（２）�シンポジウム『縄文時代の装身具を考える』

主催：基盤研究（B）「縄文時代のヒスイ・コハクを用

いた装身具の総合的研究」（代表者 栗島義明）

共催：COLS・日本玉文化学会

日時：2024年１月27日（土）

場所：明治大学グローバルフロント2F4021教室

発表者：栗島義明（COLS），柳瀬由香（北海道埋蔵文

化財センター），山地雄大（青森県教育委員会），山本

友紀（福島県教育庁），野代幸和（山梨県立考古博物館）・

林　亮太（釈迦堂遺跡博物館），坪田弘子（玉川文化

財研究所），川端典子（朝日町埋蔵文化財保存活用施

設まいぶん KAN），久田正弘（石川県埋蔵文化財セン

ター），渡辺　新（千葉縄文研究会）・谷畑美帆（COLS）・

千葉南菜子（千葉市教育委員会）

（３）信州鷹山「旧石器ワークショップ」

　考古学を志す学生や若手研究者の育成と交流を目的に

石器づくり体験実習や黒曜石原産地の踏査，石器研究概

論，原産地推定や石器編年などに関する講義を行った．

講師10人，学生と研究者21 人の参加があった．

主催：COLS，パレオ・ラブ

日時：2023年10月7日（土）～9日（月）

場所：明治大学黒耀石研究センター，長和町長期滞在施
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□ Public lecture

Rare, shiny and deadly: why is obsidian so special?　

Robin Torrence（Australian Museum）・島田和高（通

訳）

②オランダ・シーボルトコレクション中の黒曜石の調査

　シーボルトが日本から持ち帰った鉱物コレクション

は，現在，オランダ，ライデン市のナチュラーリス生物

多様性センターに所蔵されている．その黒曜石の中には，

「信州和田峠，ホシクソ」の付箋のある資料が含まれて

いる．

　2022年11月17日，大竹幸恵（長和町黒耀石体験ミュー

ジアム）と矢島國雄（COLS）らは，長和町の青少年国

際交流事業の一環として，現地調査を実施し資料保管状

況を確認するとともに，持参した可搬型蛍光 X 線分析

装置（p-XRF）を用いて原産地推定を実施した．

　2023年度は８月７日に現地を再訪し，シーボルト・コ

レクションの黒曜石の詳細観察，法量計測，石器と判断

されたものの実測図作成，ラベルの精査を行った，この

成果の一部は本誌「報告」として発表した．

③ APA（アジア旧石器学会）への参加

　２年に１度，日本・中国・韓国・ロシアを会場として

開催されている APA であるが，今年は８月18日（金）

～22日（火）に，韓国 全羅南道 順天市を会場として開

催され，黒耀石研究センターからは島田和高と堤　隆が

参加した．

Ⅲ　地域連携

①長和町「黒耀石のふるさと祭り」への参加協力

　8月27日（日）に長和町黒耀石体験ミュージアムをメ

イン会場として開催された「黒耀石のふるさと祭り」に

参加協力した．

　黒耀石研究センターのエントランスホールに「黒曜石

の産地当てクイズ」のブーズを設置し，参加者には記念

としてセンター特製「黒曜石カード」を進呈した．

（６）黒耀石研究センター研究集会

　黒耀石研究センター構成員の一年間の研究成果を持ち

寄り，議論を通じて次の共同研究の発想を得ることを目

的として年１回の研究集会を開催している．新型コロナ

禍を考慮してオンライン開催を続けていたが，今年は３

年ぶりに対面で開催した．

　当日は10名の口頭発表があり，8件の紙上発表も加

わった．

日時：2023年12月24日（日）13：00～17：00

場所：明治大学駿河台キャンパス　リバティタワー1073

号教室

（７）国際研究交流

①国際黒曜石会議遠軽大会2023の開催

　国際黒曜石会議 International Obsidian Conference 

（IOC）が，北海道紋別郡遠軽町を会場として開催された．

明治大学黒耀石研究センターは運営のために複数の組織

委員を出し，重要な役割を担った．

会期：2023年7月2日（日）〜7月6日（金）

場所：北海道遠軽町　遠軽メトロプラザほか

Lcal organizing committee（以下，COLS 関係者）

小野　昭（General chair・元 COLS センター長）・

島田和高（Publication chair）・隅田祥光（Publicity 

chair･ 元 COLS）・ 池 谷 信 之（Publicity vice chair・

COLS 副センター長）

□ Keynote speech

Overview and prospect of obsidian provenance 

studies in Japan　隅田祥光（長崎大学・元 COLS）

□ Conference Sessions 

１. Formation of obsidian

２. Obsidian sources and their characterization

３ . Analytical methods and databases of obsidian 

data

4. Cultural aspects of obsidian during different 　　

archaeological periods

５. Lithic technology and traceological studies

6. Regional development in relation to geological 

heritage and archaeological obsidia
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イン），７月28日（対面），９月22日（オンライン），11

月24日（オンライン），１月26日（対面），３月４日（ハ

イブリッド開催）　　

（３）表彰

2023年５月27日　栗島義明「第13回日本考古学協会賞」

優秀論文賞　（阿部芳郎（前 COLS センター長）・米

田　穣（元 COLS）との共同受賞）

2023年11月12日　佐々木由香「第24回尖石縄文文化賞」

（４）日誌抄

2023年４月４日　長和センター内防災設備点検．

2023年４月７日　池谷副センター長，新任の鈴木特別嘱

託との業務計画打ち合わせのため猿楽町分室に出張．

2023年４月13日　研究知財事務室にて黒耀石研究セン

ターの今後の運営に関する協議（石川センター長・池

谷副センター長・河野研究推進部長・堀内事務長・小林）．

2023年４月17日 ･18日　中村客員客員研究員，岡谷市文

化財整理室および長和センターにおいて，岡谷市丸山

遺跡出土草創期石器の石材鑑定．

2003年５月４日　須藤客員研究員と大正大学大学院生 ,

麦草峠および大石川上流の黒曜石の産状調査とサンプ

リング．

2023年５月17日～19日　中村客員研究員，長和センター

において香坂山遺跡および麦草峠・大石川上流の黒曜

石晶子形態観察．

2023年5月26日　池谷副センター長，猿楽町分室にて旧

蛍光Ｘ線分析装置の廃棄と新規導入について業者と打

ち合わせ．

2023年５月27日　栗島義明センター員，第13回日本考古

学協会賞優秀論文賞を受賞．

2023年５月30日　研究知財事務室にて黒耀石研究セン

ターの今後の運営計画に関する打ち合わせ（乾副学長・

石川センター長・河野部長・堀内事務長，池谷はオン

ライン参加）．

2023年５月28日 ･29日　池谷副センター長・堤客員研究

員・明治大学生・大正大学生・東北大学生ほか，静岡

県河津町見高段間遺跡と下田市田京山遺跡出土の黒曜

石県見学，箱根・天城黒曜石原産地踏査，沼津市文化

②各種後援事業

　「佐久考古遺産フォーラム」，「神子柴フォーラム」など，

周辺自治体などが開催する講演会やフォーラムの事業を

後援し，協力した．

　2023年度は合計で9件の事業を後援した．

Ⅳ　黒耀石研究センターの運営

（１）運営委員会

　2023年度黒耀石研究センター運営員会を以下の通り開

催し，審議事項について了承を得た．なお e-mail にて

資料配布と審議を行った． 

日時：2023年11月13日（月）19:00～

場所：研究知財会議室（駿河台キャンパス ･ グローバル

フロント6階）

【配布資料】

資料№1：2022年度第2回黒曜耀石研究センター運営委員

会議事録（案）

資料№2：2023年度明治大学黒耀石研究センター構成員

一覧（案）

【審議事項】

（1）2022年度第2回黒耀石研究センター運営委員会議事

録（案）について（資料№1）

（2）2023年度明治大学黒耀石研究センター構成員につい

て（資料№2）

（3）池谷信之特任教授の勤務地の変更について

（4）2024年度任用特任教授駿河台勤務による黒耀石研究

センターの研究機能集約について

（5）黒耀石研究センターと長和町との今後の協力・連携

に関する協議について

（6）黒耀石研究センター長和施設の今後の取扱いについ

て

（7）その他

（２）黒耀石研究センター例会

　月に１回，あるいは２ヶ月に１回例会を開催し，構成

員による研究の進捗を報告し，センター運営について協

議した．

　開催日：2023年４月18日（対面），６月９日（オンラ
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久穂町教育委員会・佐久考古学会，後援：COLS）．

2023年８月18日～22日　「アジア旧石器協会（APA）第

11回国際シンポジウム」が韓国全羅南道順天市で開催

され，島田センター員・堤客員研究員が参加．

2023年8月20日　中村由克客員研究員，「黒曜石晶子形態

に基づく蛍光 X 線分析で分けられない原産地の特定」

で地学団体研究会第77回総会ポスター賞受賞 .

2023年８月27日　長和町黒耀石体験ミュージアム・長和

黒耀石研究センター他において，『黒耀石のふるさと

まつり』開催．

2023年９月２日～16日　須藤客員研究員，広島県廿日市

市冠原産地遺跡発掘調査参加．

2023年９月10日　第９回信州黒曜石フォーラム開催（オ

ンライン拡大開催）．

2023年９月15日　池谷副センター長，猿楽町分室におい

て鈴木特別嘱託と『資源環境と人類』の編集方針等に

ついて協議．

2023年９月30日　『黒耀石研究センターニューズレター』

№19刊行．

2023年10月7日　講演会「天明噴火から240年：浅間山噴

火が残したジオ遺産に学ぶ」を軽井沢中央公民館にて

開催（主催：佐久考古学会，後援：COLS）．

2023年10月７日～９日　長和黒耀石研究センターにおい

て，『信州鷹山 旧石器ワークショップ』開催（主催：

COLS・パレオラブ）．

2023年11月７日　業者委託による全館清掃．

2023年11月11日～12日　駿河台キャンパス・グローバル

ホールにて「資源環境と人類2023シンポジウム」『日

本列島および東ユーラシアにおける細石刃石器群の展

開』と特別講演「古代ゲノムからみた日本列島への人

類拡散」（講師：太田博樹）を開催．

2023年11月19日　神子柴フォーラム『日本一美しい石器

と遺跡の謎』を長野県伊那市ニシザワいなっせホール

他にて開催（COLS 後援事業）．

2023年12月24日　黒耀石研究センター研究集会を駿河台

キャンパス・リバティタワーにて開催．

2024年１月21日　黒耀石研究センター普及講演会『ヨー

ロッパ旧石器時代の洞穴壁画』（講師：五十嵐ジャン

ヌ）および鼎談『洞穴壁画に表現されたもの』（五十嵐・

財センター所蔵旧石器時代黒曜石見学．

2023年５月31日　長和町黒耀石ミュージアムにてシーボ

ルトがオランダに持ち帰った黒曜石資料の今後の調査

方針・結果公開について打ち合わせ（池谷副センター

長・矢島センター員・大竹幸恵（長和町教育委員会）

2023年６月３日　佐久穂町生涯学習センター 花の郷・

茂来館にて『佐久考古遺産フォーラム』開催 ( 主催：

佐久穂町教育委員会・佐久考古学会，後援：COLS)．

2023年6月8日　池谷副センター長・能城客員研究員，東

京都北区中里遺跡出土丸木舟から取得した８Ｋ画像に

もとづいた検討会に出席（於：NHK 錦糸町システム

ラサ倉庫）．

2023年７月１日　 明治大学研究者交流支援事業 特別講

義 “Lower Palaeolithic Industry of An Khe in central 

Vietnam” を駿河台キャンパス・リバティホールにて

開催．

2023年 ７ 月 ２ 日 ～ ６ 日　International Obsidian 

Conference Engaru 2023　北海道遠軽町遠軽メトロ

プラザにて開催．

2023年７月３日　シーボルトコレクションの日本由来の

黒曜石についての記事が信濃毎日新聞第１面に掲載．

2023年７月４日　猿楽町分室の旧蛍光Ｘ線分析装置，故

障のため撤去．

2023年７月11日～12日　中村由克，長和黒耀石研究セン

ターにて諏訪産黒曜石の晶子形態観察．

2023年７月16日　第９回信州黒曜石フォーラム開催（オ

ンライン拡大開催）．

2023年７月23日　小諸市市民交流センターステラホール

にて，『土偶を読む』出版記念トークを開催（主催：

縄文 ZINE・佐久考古学会誌，後援：COLS）．

2023年７月31日～８月12日　須藤・堤・中村客員研究員，

長野県佐久穂町トリデロック遺跡発掘調査参加．

2023年８月８日　火山実験ワークショップ『浅間山が噴

火したらあなたならどうする』を佐久市民総錬セン

ターにて開催（COLS 後援事業）．

2023年８月９日　河野部長・堀内事務長・小林，長和黒

耀石研究センターと長和町文化財関連施設を視察．

2023年８月11日　第３回『佐久石棒フォーラム』を佐久

穂町生涯学習館 花の郷・茂来館にて開催（主催：佐
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特別嘱託　鈴木美保

運営委員

　石�川日出志，池谷信之，矢島國雄，藤山龍造（以上，

黒耀石研究センター）

　河野　理（研究推進部長）

　佐藤宏之（東京大学名誉教授）

　長崎潤一（早稲田大学文学学術院教授）

事務局　

　小林慶吾（研究知財事務室）

Ⅴ　研究業績一覧

（１）雑誌論文・著書

阿部芳郎・米田穣・栗島義明・佐々木由香　2023「千葉

県坂ノ越遺跡出土の縄文時代草創期土器の検討」『駿

台史学』180：1-22

地学団体研究会長野支部「長野の大地」編集委員会（編

集責任：中村由克）（編）2023『県歌「信濃の国」ー歌

詞からたどる地学の旅ー』211p．ほおずき書籍

平井義敏　2024「下呂石の4つの石質とその分布」『月

刊考古学ジャーナル　特集　石器時代の石材原産地』

792：20-24	

保坂康夫・金井拓人・池谷信之（印刷中）「八ヶ岳南麓

から甲府盆地東部における縄文時代前期後半の黒曜石

供給」『日本考古学』58

池谷信之（編）2024『特集　石器時代の石材原産地』　月

刊考古学ジャーナル№792．39p. ニューサイエンス社

池谷信之　2024「総論　石器原産地研究の現状と展望」

『考古学ジャーナル』792「特集　石器時代の石材原産

地」：3-4	

稲田健一・國木田大・佐々木由香・山下優介・山本華・

設楽博己・米田穣　2023「茨城県ひたちなか市遺跡出

土の炭化穀類の年代」『茨城県考古学協会誌 』35：85-

102

石川日出志　2023「大塚初重先生を悼む―明大考古学の

先頭を歩み続けた生涯―」『考古学集刊』19：43-51	

石川日出志　2023「霊山根古屋遺跡の再葬墓造営過程」

『旃檀林の考古学Ⅱ』大竹憲治先生古稀記念論文集刊

行会：197-202．大竹憲治先生古稀記念論文集刊行会

佐藤孝雄・堤 隆）を駿河台キャンパス・グローバルホー

ルにて開催．

2024年１月27日　黒耀石研究センター主催シンポジウム

『縄文時代の装身具を考える』を駿河台キャンパス・

グローバルフロントにて開催．

2024年１月27日　第４回佐久石棒フォーラム『石棒の希

望』を佐久穂町生涯学習館 花の郷・茂来館にて開催

（主催：佐久穂町教育委員会・佐久考古学会，後援：

COLS）．

2024年２月10日　佐久市文化財フォーラム『香坂山遺跡

発掘が明らかにした “ 日本人 ” の起源』を佐久市交流

センターにて開催（主催：佐久市教育委員会，共催：

国立文化財機構奈良文化財研究所，後援：COLS）．

2024年3月17日　佐久考古学会フォーラム『発掘された

香坂山遺跡と信州旧石器人の暮らし』を佐久市公民

館 浅間地区館にて開催（主催：佐久考古学会，後援：

COLS）

（５）2023年度黒耀石研究センターの組織

センター長　石川日出志（文学部教授）

副センター長　池谷信之（黒耀石研究センター特任教授）

センター員　藤山龍造（文学部教授）

センター員　栗島義明（元黒耀石研究センター特任教授）

センター員　矢島國雄（文学部名誉教授）

センター員　島田和高（博物館事務室・学芸員）

センター員　能城修一（元黒耀石研究センター客員教授）

客員研究員　�遠藤英子（東京都立大学プレミアムカレッ

ジ特任助教）

客員研究員　�佐々木由香（金沢大学古代文化・文化資源

学研究センター特任准教授）

客員研究員　諏訪間　順（小田原城天守閣館長・学芸員）

客員研究員　谷畑美帆（文学部兼任講師）

客員研究員　堤　隆（元御代田町浅間縄文ミュージアム）

客員研究員　中村由克（下仁田町自然史館館長）

客員研究員　�平井義敏（みよし市歴史民俗資料館）

客員研究員　水沢教子（長野県立歴史館）

客員研究員　須藤隆司（元黒耀石研究センター特別嘱託）

客員研究員　�大竹憲昭（長野県埋蔵文化財センター調査

指導員）
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能城修一・佐々木由香・吉川昌伸・越前慎子・町田賢一

2024「富山県南太閤山 I 遺跡周辺における縄文時代前

期前葉の植物資源利用と管理」『資源環境と人類』14：

61-76

太田圭・佐々木由香・山下優介・小久保竜也・岩田貴之・

工藤美樹2024「レプリカ法による北上市域出土土器の

圧痕調査」『北上市埋蔵文化財センター紀要』8：39-58

大塚宜明・池谷信之・平川内　毅　2024「続縄文時代の

北海道東部における黒曜石利用と地域間関係」『資源

環境と人類』14：1-13

小澤政彦・西本志保子・佐々木由香・小林謙一　2024「神

奈川県相模原市大日野原遺跡の研究―藤野町史関連資

料の紹介とレプリカ法による土器圧痕調査」『中央史

学』47：1-18

佐々木由香　2023「環状列石が造営された時期の環境と

植物利用」阿部昭典編『考古調査ハンドブック24　環

状列石』ニューサイエンス社：260-271

佐々木由香　2024「叩き割り技術による日中新石器時代

の編組製品の製作と用途」米田　穣・佐々木由香・覚

張隆史編『東アジア考古科学の新展開』雄山閣：124-

133	

佐々木由香　2024「縄文時代の鱗茎利用に関する民俗植

物考古学的研究」高橋龍三郎先生古稀記念論集刊行会

編『縄文社会の探究　高橋龍三郎先生古稀記念論集』

六一書房：415-424

佐々木由香・小林和貴・鈴木三男・能城修一・小久保

拓也　2024「中居遺跡出土の編組製品の素材植物種」

『八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館研究紀要』13：

1-16

佐々木由香・小久保竜也・ 杉本亘・蒲生侑佳・冨髙直人・

三浦武司・中野幸大・本間 宏　2024「レプリカ法によ

る福島県前田遺跡出土の縄文土器圧痕の同定」『福島

県文化財センター白河館 研究紀要』22：（印刷中）

佐々木由香・山科哲・小久保拓也・望月昭秀　2023「植

物と土偶を巡る考古対談」望月昭秀編『土偶を読むを

読む』文学通信：308-364	

隅田祥光・小野　昭・池谷信之・熊谷　誠・大下日向子・

佐野恭平・瀬下直人・島田和高・高瀬克範・橋詰　潤・

松村愉文・山田　哲・和田恵治　2024「国際黒曜石会

石川日出志　2023「弥生時代における広域分布土器型式

の形成と展開」『考古学研究』70（3）：12-26

金子悠人・奈良部大樹・佐々木由香　2024「東大橋原遺

跡における縄紋中期土器底部の敷物圧痕からみた土器

の製作工程」『資源環境と人類』14：37-59

金井拓人・保坂康夫・池谷信之　2024「山梨県内釜無川

中流域の縄文時代前期2遺跡における黒曜石原産地推

定とその解釈」『資源環境と人類』14：77-87

金井拓人・保坂康夫・池谷信之（印刷中）「八ヶ岳南麓

から八王子西部地域における縄文時代前期後半諸磯式

期の黒曜石供給」『帝京大学文化財研究所研究報告』

22

金剛萱遺跡研究会（執筆責任者：中村由克）2023「金剛

萱遺跡の旧石器文化7-2022-」『下仁田町自然史館研究

報告』8：27-32	

栗 島 義 明　2023「 ト チ の コ ザ ワ シ 」『 利 根 川 』45：

70-90	

栗島義明　2023「トチのアク抜きに関する問題─木灰

を用いないコザワシとその意味─」『駿台史学』180：

113-136	

水沢教子　2023「縄文時代のサケ・マス漁の実態」『月

刊考古学ジャーナル』780：5-9

中村由克　2023「実体顕微鏡観察に基づく山形県金谷原

遺跡と横道遺跡の珪質頁岩の特徴」『旧石器研究』19：

85-102

中村由克・保科　裕・斉藤尚人・小林忠夫・関谷友彦・

力田正一　2023「下仁田町岩山－竹ノ上間にみられる

屈曲した鏑川の流路変遷」『下仁田町自然史館研究報

告』8：13-20	

中村由克　2023「地域石材の岩石学的研究」『平成30年

度～令和4年度科学研究費補助金（基盤研究（C）一般）

研究成果報告書：旧石器時代における石材獲得戦略の

研究－地域石材からの視点を中心に－』：129-144	

中村由克　2024「晶子形態による黒曜石原産地の判別」

『考古学ジャーナル』792：15-19	

能城修一　2023「ウルシという植物の特性」阿部芳郎編

『縄文の漆と社会』雄山閣：19-34

能城修一・佐々木由香　2023「ウルシ利用の人類史」阿

部芳郎編『縄文の漆と社会』雄山閣：159-177
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堤　隆・池谷信之・鈴木宏行・森久大　2024「帯広市空

港南 A 遺跡出土石器の黒曜石原産地推定結果報告」

『公益財団法人 北海道埋蔵文化財センター調査年報36 

令和5年度』：36-42

堤　隆・池谷信之・中沢祐一　2024「志なの入洞穴にお

ける縄文期黒曜石の原産地推定」『資源環境と人類』

14：89-96

矢島國雄・大竹幸恵・大竹憲昭・金井拓人・池谷信之　

2024「シーボルトによる日本の鉱物コレクション中の

黒曜石の現状調査と原産地推定」『資源環境と人類』

14：115-129

吉木誉絵・石川日出志　2023「加古川市西条52号墓遺構

全体図の再検討」『ひょうご考古』19：37-47

Endo, E., Shoda, S. , Frachetti, M., Kaliyeva, Z., 

Kiyasbek, G., Zhuniskhanov, A., Liu, X.,  Doumani 

Dupuy, P. 2023 Pottery impressions reveal earlier 

westward dispersal of foxtail millet in Inner Asian 

Mountain Corridor. Agronomy 13 (7): 1-13	

Kadowaki, S., Suzuki, M. 2023 Africa. Nishiaki, Y., 

Kondo, Y.(eds.) Middle and Upper Paleolithic Sites in 

the Easten Hemisphere － a Datebase (PaleoAsiaDB) 

Replacement of Neanderthals by Modern Humans 

Series, Springer Singapore : 31-39

Kadowaki, S., Suzuki, M., Nishiaki, Y. 2023 West 

Asia. Nishiaki, Y., Kondo, Y.(eds.) Middle and 

Upper Paleolithic Sites in the Easten Hemisphere

－ a Datebase (PaleoAsiaDB) Replacement of 

Neanderthals by Modern Humans Series, Springer 

Singapore : 55-62

Naganuma,  M. ,  Suzuki ,  M. ,  Nishiaki ,  Y .  2023 

Europe(2). Nishiaki, Y., Kondo, Y.(eds.) Middle and 

Upper Paleolithic Sites in the Easten Hemisphere

－ a Datebase (PaleoAsiaDB) Replacement of 

Neanderthals by Modern Humans Series, Springer 

Singapore: 49-54

Nishiaki, Y., Kondo, Y., Suzuki, M. 2023 Registered 

Sites in the PaleoAsiaDB. Nishiaki, Y., Kondo, 

Y.(eds.) Middle and Upper Paleolithic Sites in the 

Easten Hemisphere － a Datebase (PaleoAsiaDB) 

議遠軽大会2023（International Obsidian Conference 

Engaru 2023）開催報告」『資源環境と人類』14：97-

108

下岡順直・国武貞克・早田　勉・大石雅之・須藤隆司　

2023「北八ヶ岳横岳火山を起源とする八ヶ岳新規第4

テフラ（Yt‐Pm4）の噴出年代」『第四紀研究』62（4）：

159-163

杉山秀宏・佐々木由香・小林和貴・鈴木三男・能城修一　

2024「弥生時代の炭化米塊に付着した編組製品の素材

植物種－群馬県新井遺跡出土資料の検討から－」『群

馬県埋蔵文化財事業団　研究紀要』42：79-86

須藤隆司　2023「唐沢ヘイゴロゴーロ遺跡としぐね遺跡

の黒曜石産地推定と削片系両面調整石器群形成システ

ム」『旧石器研究』19：21-38

須藤隆司　2024「男女倉ナイフ形石器の形態製作システ

ム」『資源環境と人類』14：15-36

須藤隆司　2024「遊動狩猟民の黒曜石コストパフォーマ

ンス」『津南学』12：72-91

諏訪間順　2023「北条氏綱による小田原城の本城化と城

下の整備」小田原城天守閣編『小田原城天守閣特別展　

関東の雄　北条氏綱』：40-46 

諏訪間順　2023「小田原城の城下の変遷」小田原市観

光協会編『戦国北条フェスオフィシャルブック vol.1』

戎光祥出版：62-67

鈴木美保　2024「大地のなりたちー氷河期の古環境（気

候・地形）の特徴と変遷」府中市史編さん室編『新府

中市史　通史編　原始古代』府中市：（印刷中）

鈴木美保　2024「最古の人々：旧石器時代」府中市史編

さん室編『新府中市史　通史編　原始古代』府中市：（印

刷中）

谷豊信・市元塁・宮田将寛・佐々木由香　2023「高

精度 X 線 CT スキャナによる古代中国封泥の研究」

『MUSEUM 東京国立博物館研究誌』707：7-41

谷畑美帆・神澤秀明　2024「DNA から探る古墳社会親

族関係の一様相」藤尾慎一郎編『季刊考古学』166：

70-73

堤　隆　2023「神子柴における黒曜岩破砕行為とは何で

あったか 」春成秀爾編『何が歴史を動かしたのか』

雄山閣：135-146
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細石刃石器群の展開」』：67．紙上

池谷信之「神津島オブシィディアン・シャトル　海を渡っ

た旧石器人」 JOEL 第42回 EPMA・表面分析ユーザー

ズミィーティング（東京）．2023年11月22日．浅草橋

ヒューリックホール．口頭

池谷信之「更新世における黒潮の流路と神津島産黒曜石

の獲得」日本旧石器学会台21回研究発表・シンポジウ

ム．2023年6月24日．東京都埋蔵文化財センター『更

新世における海とヒトのかかわり』：48－50．口頭

石川日出志「漢魏晋代印・駝鈕の型式学・試論」交響す

る古代ⅩⅣ．2023年12月10日．明治大学　グローバル

ホール．口頭

石川日出志「基調報告：弥生時代における広域分布土器

型式の形成と展開」考古学研究会第69回総会・研究集

会【モノの継承と転換は何を意味するのか―分布圏を

考える―】．2023年4月22日．岡山大学創立五十周年記

念館．『講演・研究報告発表資料集』：3-12．基調報告

金子悠人・奈良部大樹・佐々木由香「茨城県石岡市東大

橋原遺跡における縄紋時代中期土器底部圧痕と土器製

作」第38回日本植生史学会大会・第64回日本花粉学会．

2023年12月3日．鹿児島大学『第38回日本植生史学会

大会・日本花粉学会第64回大会・鹿児島大会要旨集』：

55．口頭

小西和彦・吉富博之・佐々木由香・小畑弘己「土器圧痕

からみた縄文時代の昆虫と家屋害虫」日本考古学協会

第89回総会．2023年5月28日．東海大学『日本考古学

協会第89回総会・研究発表予稿集』：49．口頭

國木田　大・佐々木由香・山下優介・山本華・佐伯博光・

米田穣「河内平野におけるムギ類利用の年代研究」日

本文化財科学会第40回記念大会．2023年10月22日．な

ら歴史芸術文化村．口頭

栗島義明「装身具の流通から見た中部高地」山梨県立

考古博物館開館40周年記念特別展「星降る中部高地の

縄文世界」記念講演会．2023年7月19～20日．山梨県

風土記の丘研修センター『星降る中部高地の縄文世界　

図録』：88-89．口頭

栗島義明「ヒスイ製装身具の展開とその意義」シンポジ

ウム「縄文 / 弥生の骨角製装身具の展開とその意義：

骨角製装身具類から見える社会変遷」．2023年11月５

Replacement of Neanderthals by Modern Humans 

Series, Springer Singapore :115-316

Suda, Y. and Shimada, K. (eds.) 2023 International 

Obsidian Conference (IOC) Engaru 2023 Guidebook: 

Program, Abstracts, and Field Guides. 129p., 

Shirataki Geopark Promotion Council,

Suzuki, M. 2023 South Asia. Nishiaki, Y., Kondo, 

Y.(eds.) Middle and Upper Paleolithic Sites in the 

Easten Hemisphere － a Datebase (PaleoAsiaDB) 

Replacement of Neanderthals by Modern Humans 

Series, Springer Singapore: 69-72

Suzuki, M. 2023 Japanese Archipelago. Nishiaki, Y., 

Kondo, Y. (eds.) Middle and Upper Paleolithic Sites in 

the Easten Hemisphere － a Datebase (PaleoAsiaDB) 

Replacement of Neanderthals by Modern Humans 

Series, Springer Singapore : 103-111

Tsutsumi, T.（in press）Volcanic disasters of the great 

eruptions of Mt. Asama in AD1108 and AD1783 

revealed by archaeological and historical research. 

Takahashi, M., Yasui, M., (eds.) Active Volcano of the 

World, Vol.2, Springer.

（２）学協会発表（講演要旨・予稿集・紙上発表）

遠藤英子「供物？飼料？食用？―中央アジアでの初期穀

物利用―」第38回日本植生史学会大会・第64回日本花

粉学会．2023年12月2日〜12月3日．鹿児島大学『第38

回日本植生史学会大会・日本花粉学会第64回大会・鹿

児島大会要旨集』：56．口頭

橋詰　潤・池谷信之・中村由克・山田武文「長野県岡谷

丸山遺跡の縄文草創期石器群：打製石器の検討」日本

旧石器学会第21回大会．2023年6月24日～6月25日．東

京都立埋蔵文化財センター『日本旧石器学会第21回大

会研究発表シンポジウム予稿集』：17-20．口頭

池谷信之「神津島産黒曜石の海上運搬、そして集住と散

開」資源環境と人類2023シンポジウム　細石刃石器群

発見70周年記念「日本列島および東ユーラシアにおけ

る細石刃石器群の展開」2023年11月11日～12日．明治

大学グローバルホール『細石刃石器群発見70周年記念

シンポジウム 「日本列島および東ユーラシアにおける
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森林資源の管理と利用」第38回日本植生史学会大会・

日本花粉学会第64回大会．2023年12月2日〜12月3日．

鹿児島大学『第38回日本植生史学会大会・日本花粉学

会第64回大会・鹿児島大会要旨集』：15-18．招待講演

能城修一・佐々木由香・吉川昌伸・工藤雄一郎・スダル

シャン・バンダリ「埼玉県デーノタメ遺跡の植物資源

利用にみる4.2ka イベントの影響」第38回日本植生史

学会大会・日本花粉学会第64回大会．2023年12月2日

〜12月3日．鹿児島大学『第38回日本植生史学会大会・

日本花粉学会第64回大会・鹿児島大会要旨集』：59．

口頭

佐々木由香・米田恭子・能城修一「縄文土器付着炭化物

の形態学的検討ー東京都下宅部遺跡を中心に」日本文

化財科学会第40回記念大会．2023年10月22日．なら歴

史芸術文化村．口頭

佐々木由香・能城修一・小林和貴・山本　華・首藤　剛・

Hari Prasad Devkota・菅野紀子・高田和徳「縄文土

器付着炭化植物遺体からみた種類と用途」日本考古学

協会第89回総会．2023年5月28日．東海大学『日本考

古学協会第89回総会研究発表要旨』：48. 口頭

杉本　亘・佐々木由香・西野雅人「土器圧痕調査の社会

実装による遺跡市民団体の活性化―千葉市加曽利貝塚

での実践例―」第38回日本植生史学会大会・第64回日

本花粉学会．2023年12月3日．鹿児島大学『第38回日

本植生史学会大会・日本花粉学会第64回大会・鹿児島

大会要旨集』：54．口頭

諏訪間　順「神奈川の細石刃出現期と尖頭器」資源環境

と人類2023シンポジウム「日本列島および東ユーラシ

アにおける細石刃石器群の展開」．2023年11月11日・

12 日．明治大学グローバルホール『細石刃石器群発

見70周年記念シンポジウム 「日本列島および東ユーラ

シアにおける細石刃石器群の展開」』：39-46．口頭

諏訪間　順「北条氏綱と小田原城」小田原北条氏誕生

500年記念講演会「戦国大名北条氏綱を語る」．2023年

12月2日．小田原三の丸ホール『講演会「北条氏綱を

語る」講演要旨』：2-10．口頭

諏訪間　順「家康と小田原北条氏」シンポジウム「家康

と小田原北条氏」．2023年5月3日．小田原三の丸ホー

ル『シンポジウム「家康と小田原北条氏」講演要旨』：

日．明治大学グローバルホール『縄文 / 弥生の骨角製

装身具の展開とその意義』資料集：31-38．口頭

栗島義明「縄文人の木の実食を考える」シンポジウム

「デーノタメ遺跡から見た縄文の食文化」．2024年1月

20日．北本市文化センターホール『デーノタメ遺跡か

ら見た縄文の食文化』：14-19．口頭

栗島義明「材木遺跡の調査概要」シンポジウム「縄文の

装身具を考える」．2024年1月27日．明治大学グローバ

ルホール．説明とコメント

林　忻・箱崎真隆・能城修一・佐野雅規・李貞・中塚武「東

京都港区我善坊谷遺跡の出土木材の酸素同位体比年代

測定および産地推定結果」第38回日本植生史学会大会・

日本花粉学会第64回大会．2023年12月2日〜12月3日．

鹿児島大学『第38回日本植生史学会大会・日本花粉学

会第64回大会・鹿児島大会要旨集』：79．ポスター

長井謙治・米田　穣・卜部厚志・太田博樹・吉川昌伸・

能城修一・佐々木由香・吉川純子・澤田純明・下岡順

直・宮田佳樹・丸山真史・佐々木繁喜・中村由克・岩

瀬　彬・小熊博史・麻柄一志・片岡　新・角田朋行「山

形県南陽市北町低湿地発掘プロジェクト―2020－23年

度合同発掘調査の中間的報告―」日本考古学協会第89

回総会．2023年5月28日．東海大学『日本考古学協会

第89回総会研究発表要旨』：20．口頭

中村由克「透閃石ネフライトを用いた玦状耳飾の確認の

意義」日本考古学協会2023年度宮城大会．2023年10月

28日～10月30日．東北学院大学土樋キャンパス『日本

考古学協会2023年度大会研究発表要旨』：37．『日本考

古学協会2023年度宮城大会「災害と境界の考古学」研

究発表資料集』：195-202．口頭

中村由克「黒曜石晶子形態に基づく蛍光Ｘ線分析で分け

られない原産地の特定」地学団体研究会第77回総会．

2023年8月19日～8月20日．秩父市歴史文化伝承館．『地

学団体研究会第77回総会講演要旨集』：90．ポスター

根岸　洋・箱﨑真隆・能城修一・小林謙一・蒲生侑佳・

宮原千波・小久保竜也・桑村夏希・原口雅隆「縄文時

代後期の掘立柱建物跡に伴う木柱の基礎的研究」日本

考古学協会第89回総会．2023年5月28日．東海大学『日

本考古学協会第89回総会研究発表要旨』：98．ポスター

能城修一「縄文時代後半から弥生時代の南九州における
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Strategies. 2024年1月24日 . Institut für Prähistorische 

Archäologie, Freie Universität Berlin. 招待講演

Fujiyama, R. Dynamics of Early Ceramic Dispersal. 

2024年1月31日 . Inst i tut  für Prähistor ische 

Archäologie, Freie Universität Berlin. 招待講演

Shimada, K. and Suda, Y. Concentration-based XRF 

provenance analysis of Japanese obsidian: Utility test 

of factory- installed obsidian calibration mounted 

in a portable XRF (Bruker Tracer 5i). International 

Obsidian Conference (IOC) Engaru 2023. 2023年7

月3日 . Engaru Metro Plaza. Suda, Y. and Shimada, 

K. (eds.) International Obsidian Conference (IOC) 

Engaru 2023 Guidebook: Program, Abstracts, and 

Field Guides: 32. 口頭

Shimada, K., Suto, T., Ikeya, N., and Kanai, T. 

Reconstructing the exploitation of obsidian sources 

by Upper Paleolithic humans in and around the 

Central Highlands of Honshu, Japan: Recent progress 

from X-ray fluorescence provenance analysis. 2023

年8月19日～ 8月20日. Suncheon Bay Institute of 

Eco Culture Education. New Perspective on Human 

Behavior and Migration in Asia: 47-48. 口頭

Tsutsumi,T., Nakazawa,Y. Are they heat treated? 

Heat fractured obsidian in the archaeological record. 

International Obsidian Conference (IOC) Engaru 

2023.. 2023年7月3日 . Engaru Metro Plaza. Suda, 

Y. and Shimada, K. (eds.) International Obsidian 

Conference (IOC) Engaru 2023 Guidebook: Program, 

Abstracts, and Field Guides: 85. ポスター

（３）講習会，学習講座，フォーラム等

遠藤英子「午王山遺跡のイネ、アワ、キビ　ー和光市周

辺での農耕のはじまりー」国史跡指定記念　午王山遺

跡展　関連講座．2023年10月22日．和光市民文化セン

ター．講師

遠藤英子「青銅器時代のユーラシアステップにおけるア

ワ・キビの拡散」明治大学黒耀石研究センター　2023

年度研究集会．2023年12月24日．明治大学リバティタ

ワー1073教室．口頭発表

2-6．口頭

谷畑美帆・大賀健・永井智教・中村岳彦・青笹基史「三

明寺古墳群出土資料の特性－被葬者像を考察するため

に－」日本考古学協会第89回総会．2023年５月28日．

東海大学『日本考古学協会第89回総会・研究発表予稿

集』：105．ポスター

堤　隆「小石刃生産モードと細石刃生産への展開 」細

石刃石器群発見70周年記念シンポジウム 『日本列島

および東ユーラシアにおける細石刃石器群の展開』．

2023年11月11日．明治大学グローバルホール．『細石

刃石器群発見70周年記念シンポジウム 「日本列島およ

び東ユーラシアにおける細石刃石器群の展開」』：27-

30．口頭

堤　隆「香坂山遺跡のスクレブラ 」日本旧石器学会 

2023年度総会．2023年6月25日．『日本旧石器学会第21

回大会研究発表シンポジウム予稿集』：37．ポスター

渡辺　新・谷畑美帆・千葉菜穂子「「装身具」を纏った

人物への凶行－東京湾岸域における二派の相剋－」シ

ンポジウム「縄文の装身具を考える」．2024年1月27日．

明治大学グローバルフロント２F　4021教室．『シン

ポジウム「縄文の装身具を考える」発表予稿集』：71-

82．口頭

矢島國雄「アイヌ文化と考古学」国際先住民の日記念　

4学協会シンポジウム．2024年1月20日．かでる2・7ビ

ル（札幌）．『これまでのアイヌ研究をふまえた今後の

取り組みについて』：9-10

Fujiyama, R., The First Potters in the Far East; 

Hunter-Gatherer Societies across the Japanese 

Archipelago in the Late Pleistocene. 2023年8月15日 . 

Museum Lolland-Falster. 招待講演

Fujiyama, R., The Appearance and Development of 

Ceramic Technology in the Japanese Archipelago. 

2024年1月10日 . Inst i tut  für Prähistor ische 

Archäologie, Freie Universität Berlin. 招待講演

Fujiyama, R., Hunter-Gatherer Subsistence and 

Early Ceramic Use. 2024年1月17日 .Institut für 

Prähistorische Archäologie, Freie Universität Berlin. 

招待講演

Fujiyama, R., Early Potters and their Mobility 
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9月30日．ふれあい文化センター・サンホール．講演

石川日出志「弥生時代の渡来系技術の実像」第17回鞠智

城東京シンポジウム渡来系技術と古代山城・鞠智城―

渡来文化の重層性―．2023年10月1日．明治大学アカ

デミーホール．発表

石川日出志「国史跡午王山遺跡の時代」国史跡指定記念

午王山遺跡展記念講演会．2023年10月7日．和光市民

文化センター　小ホール．講演

石川日出志「石庖丁の刃づけと使用法」明治大学黒耀石

研究センター　2023年度研究集会．2023年12月24日．

明治大学リバティタワー1073教室．口頭発表

栗島義明「あいさつ。総括ほか」特別講義 ” Lower 

Palaeolithic industry of An Khe in central Vietnam” 

( 明治大学研究者交流支援事業 )．2023年7月1日．明治

大学リバティタワー　1074教室

栗島義明「土器収納された磨製石斧の石材」明治大学黒

耀石研究センター　2023年度研究集会．2023年12月24

日．明治大学リバティタワー1073教室．紙上発表

水沢教子「縄文時代のサケ漁とその利用」千曲市歴史講

座．2023年２月10日．さらしなの里歴史資料館．講師

水沢教子「全盛期の縄文土器」長野市立長野高等学校地

歴選択授業「ながのろじー」．2023年５月25日．長野

市立長野高等学校．講師

水沢教子「動く！！縄文土器　信州の縄文時代から考え

る」浅間縄文ミュージアム夏季講演会．2023年７月９

日．エコールみよた　あつもりホール．講演

水沢教子「長野県朝日村熊久保遺跡出土土器の態度につ

いて」明治大学黒耀石研究センター　2023年度研究集

会．2023年12月24日．明治大学リバティタワー1073教

室．紙上発表

中村由克「岡谷丸山遺跡の石器石材とその産地」第10回

信州黒曜石フォーラム．2023年9月10日．発表（オン

ライン）

中村由克「黒曜石はなぜ黒いのか？－石器に使われた -

石の秘密－」地学団体研究会「長野の大地セミナー」．

2023年9月24日．信州大学教育学部．発表

中村由克「安山岩・サヌカイトの帯磁率を利用した産地

推定法」安山岩・サヌカイトの帯磁率を利用した産地

推定法研究会（第1回）．2023年9月29日～10月1日．広

藤山龍造「環バルト海地域における土器の受容について

－在外研究の経過報告を兼ねて－」明治大学黒耀石研

究センター　2023年度研究集会．2023年12月24日．明

治大学リバティタワー1073教室．紙上発表

平井義敏「豊田市の岩石・地質」豊田市新博物館・岩石

標本あつめるプロジェクト．2023年9月16日・10月21

日・11月18日・2024年1月20日．愛知県豊田市郷土資

料館．企画運営

平井義敏「豊川の石器石材」ワークショップ　河原の石

で石器作り．2023年12月10日．新城市桜淵公園．企画

運営

平井義敏「下呂石の石質分類からみた原産地の産状と全

岩化学組成」明治大学黒耀石研究センター　2023年度

研究集会．2023年12月24日．明治大学リバティタワー

1073教室．口頭発表

平井義敏「石器作り体験」あいち考古学フェスタ2023．

2023年12月26日．愛知県金山南ビル1F イベントスペー

ス．企画運営

池谷信之「岡谷丸山遺跡出土黒曜石の原産地とその解釈」

第10回信州黒曜石フォーラム．2023年9月10日．発表

（オンライン）

池谷信之「黒曜石産地推定の原理と実践」信州鷹山旧石

器研究ワークショップ．2023年10月7日～10月9日．明

治大学黒耀石研究センター．講師

池谷信之「太古の人々は黒潮の海にどう挑んだのか？　

最新の考古学的成果から」みなとオアシスの集い in

沼津．2023年10月27日．プラザヴェルデ　コンベン

ションホールぬまづ．講師

池谷信之「縄文時代中期から後期にかけての黒曜石流通

の変化」明治大学黒耀石研究センター　2023年度研究

集会．2023年12月24日．明治大学リバティタワー1073

教室．口頭発表

石川日出志「発掘調査から分かった新発田地域の歴史の

はじまり」令和5年度新潟県の魅力ある文化財の保存・

活用創造事業　新発田市の歴史文化，その特徴を魅力

―地域の宝物を知り，守り，伝える―．2023年9月16日．

新発田市民文化会館　大ホール．講演

石川日出志「国宝「漢委奴國王」金印の考古学」春日氏

奴国の丘歴史資料館　考古企画展記念講演会．2023年
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大竹憲昭「信州の人類文化の始まりを探る」明治大学黒

耀石研究センター　2023年度研究集会．2023年12月24

日．明治大学リバティタワー1073教室．紙上発表

佐々木由香「縄文時代の植物資源利用」令和5年度国立

民族学博物館共同研究会．2023年4月15日．国立民族

学博物館．発表

佐々木由香「科学の視点で考古学―土器のくぼみ（圧痕）

から植物を調べる―」ワークショップ「あなたも考古

学者！」．2023年6月2日．多摩六都科学館．講師

佐々木由香「縄文土器のくぼみは何を教えてくれるのか

〜圧痕レプリカ法の実演と体験〜」相模原市立博物館

講座．2023年8月6日．相模原市立博物館．講師

佐々木由香「奥会津における縄文時代の植物関連資料の

意味を考える～三島町荒屋敷遺跡等の出土品から～」

奥会津の縄文時代の植物利用を考える．2023年9月9

日．奥会津博物館．発表

佐々木由香「尖石縄文文化賞受賞記念講演」第24回宮坂

英弌記念尖石縄文文化賞授賞式・記念講演．2023年11

月12日．尖石縄文考古館．講演

佐々木由香「西富岡・向畑遺跡の埋没林から見る縄文時

代後晩期の古環境」かながわ考古学財団設立30周年記

念公開セミナーようこそ縄文の森へ　～自然科学と考

古学から探る伊勢原の埋没林～．2023年12月9日．伊

勢原市民文化会館．講師

佐々木由香「縄文時代のシダ縄の復元実験」学術変革領

域（A）土器を掘る：22世紀型考古資料科学の構築と

社会実装をめざした技術開発型研究 研究集会2023年

度研究集会．2023年12月10日．発表（オンライン）

佐々木由香「極微量分析法による炭化穀物の年代解明」

学術変革領域（A）土器を掘る：22世紀型考古資料科

学の構築と社会実装をめざした技術開発型研究 研究

集会2023年度研究集会．2023年12月10日．発表（オン

ライン）

佐々木由香「東京都下宅部遺跡における縄文土器付着

炭化物の形態学的検討」明治大学黒耀石研究センター　

2023年度研究集会．2023年12月24日．明治大学リバ

ティタワー1073教室．口頭発表

佐々木由香「植物考古学事始め」浅間縄文ミュージアム

冬季講演会 ．2024年2月3日．浅間縄文ミュージアム．

島県庄原市帝釈峡展示施設・時悠館．発表

中村由克「石器石材の見方」信州鷹山旧石器研究ワーク

ショップ．2023年10月7日～10月9日．明治大学黒耀石

研究センター．講師

中村由克「日本列島の旧石器人類と野尻湖発掘」野尻湖

愛知友の会学習会．2023年11月23日．名古屋市向陽高

校．発表

中村由克「和田エリア、蓼科エリアにおける黒曜石晶子

形態の特徴」明治大学黒耀石研究センター　2023年度

研究集会．2023年12月24日．明治大学リバティタワー

1073教室．口頭発表

中村由克「安山岩製石器の産地推定－能登に見つかった

サヌカイト原産地－」地学団体研究会長野支部2024年

学習会．2024年2月12日．信州大学教育学部．発表

中村由克「安山岩・サヌカイトの帯磁率を利用した産地

推定法」安山岩・サヌカイトの帯磁率を利用した産地

推定法研究会（第2回）．2024年2月23日～2月24日．広

島県庄原市帝釈峡展示施設・時悠館．発表

能城修一「2008年西ネパール・シミコット植物調査」青

ケシ研究会．2023年4月23日．東京大学総合研究博物

館．発表

能城修一「縄文時代の日本列島におけるウルシの存在」

漆サミット 2023．2023年11月25日．明治大学．発表

能城修一「出土木材の樹種から見た西富岡・向畑遺跡の

縄文時代後・晩期の埋没林」かながわ考古学財団設立

30周年記念公開セミナーようこそ縄文の森へ〜自然科

学と考古学から探る伊勢原の埋没林〜．2023年12月9

日．伊勢原市民文化会館．講師

能城修一「富山県南太閤山Ⅰ遺跡周辺における縄文時

代前期の植物資源利用」明治大学黒耀石研究センター　

2023年度研究集会．2023年12月24日．明治大学リバ

ティタワー1073教室．紙上発表

大竹憲昭「掘ってわかった信州の歴史」第51回　まるこ

春秋学園．2023年5月24日．丸子文化会館．講師

大竹憲昭「信州にはじめて住んだ人びと―長野県の旧石

器時代―」安曇誕生の系譜を探る会歴史講座．2023年

10月22日．安曇野市豊科公民館．講師

大竹憲昭「神子柴遺跡の理解」神子柴フォーラム．2023

年11月19日．伊那市生涯学習センター．パネラー
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貸会議室　五反田駅．発表

諏訪間　順「小田原城の全て～戦国から現在まで～」城

熱祭2023．2023年9月18日．鶴見中央コミュニティー

ハウス．講演

諏訪間　順「旧石器時代史を編む」信州鷹山 旧石器ワー

クショップ．2023年10月7日～9日．明治大学黒耀石研

究センター．講師

諏訪間　順「小田原北条氏と小田原城」第58回全国城郭

管理者協議会研修会 小田原大会．2023年11月8日．お

だわら市民交流センター UMECO．講師

諏訪間　順「城の考古学～城の発掘と遺構の評価～」お

城 EXPO2023．2023年12月17日．パシフィコ横浜ノー

ス．講演

諏訪間　順「神奈川県西部の細石刃石器群の較正年代と

黒曜石産地」明治大学黒耀石研究センター　2023年度

研究集会．2023年12月24日．明治大学リバティタワー

1073教室．口頭発表

諏訪間　順「小田原北条氏と小田原城の歴史」富士の里

市民大学．2024年1月26日．富士吉田市民会館小ホー

ル．講演

鈴木美保「刃部磨製石斧の謎を探る」令和5年度　子ど

も考古学講座「考古学へのはじめの一歩」．2023年12

月3日．武蔵野ふるさと歴史館．講師

鈴木美保「石器群の編年的研究とその解釈－野川編年を

題材として－」石器文化研究会第290回例会．	

2023年12月23日．スマートレンタルスペース新橋汐留．

発表

鈴木美保「石器群技術の多様性を考える－技術モードの

分析から－」明治大学黒耀石研究センター　2023年度

研究集会．2023年12月24日．明治大学リバティタワー

1073教室．口頭発表

谷畑美帆「夢を叶える場所はどこ？」小学校出前講座．

2023年4月・6月・7月．中郷小学校・岩根小学校・畑

沢小学校．講師

谷畑美帆「古代から近世の病－古人骨と文献から考える

－」令和5年度　加曾利貝塚博物館・市原歴史博物館

連携講座　お祈りの系譜．2023年11月23日．千葉市生

涯学習センター　ホール．講師

谷畑美帆「被葬者（古人骨）から探る中世社会」明治大

講演

佐々木由香「下宅部遺跡の土器炭化植物遺体からみた縄

文時代の植物利用」令和5年度東村山考古学講演会．

2024年2月18日．東村山ふるさと歴史館．講演

佐々木由香「食用以外の縄文時代の植物利用－令和5年

度御所野縄文博物館との共同研究について」令和５年

度調査成果発表会．2024年2月25日．御所野縄文博物

館．発表

佐々木由香「縄文土器からみた食べもの以外の植物利用」

市民講座「見えた、わかった縄文人：土器が語る縄文

人の暮らし・食・心」．2024年3月9日．明治大学．講

師

佐々木由香「縄文人はグルメだったか？考古学者が本気

で縄文食を考える」三鷹市考古学体験講座．2024年3

月10日．三鷹市教育センター．講師

島田和高「中間スケールにおける中部高地黒曜石原産地

の利用：アップデート2023」明治大学黒耀石研究セン

ター　2023年度研究集会．2023年12月24日．明治大学

リバティタワー1073教室．紙上発表

須藤隆司「冠遺跡の発掘調査」明治大学黒耀石研究セン

ター　2023年度研究集会．2023年12月24日．明治大学

リバティタワー1073教室．紙上発表

諏訪間　順「考古学で辿る旧石器ワールド～研究の原点

は大和にあり⁉」健康都市大学 やまとみらいカレッ

ジ．2023年4月1日・22日・5月6日・6月10日． 大 和 市

生涯学習センター．講師

諏訪間　順「北条五代と小田原城」小田原稲門会講演会．

2023年5月20日．湯本富士屋ホテル．講演

諏訪間　順「禄壽応穏　北条五代と小田原城」野村證券

株式会社 小田原支店開設20周年記念特別講演．2023

年5月25日．小田原三の丸ホール．講演

諏訪間　順「小田原城総構を知ろう」．二宮町生涯学習

センター講座．2023年5月25日．おだわら市民交流セ

ンター UMECO．講師

諏訪間　順「小田原北条氏と小田原城」小田原商工会議

所青年部歴史講座．2023年7月20日．おだわら市民交

流センター UMECO．講師

諏訪間　順「相模野段階編年再構築に向けての課題」石

器文化研究会第287回例会．2023年7月22日．ふれあい
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（３）その他（短文・書評等）

池谷信之　2023「下田市田京山遺跡と神津島産黒曜石」

『明治大学黒耀石研究センターニューズレター』19：3

中村由克　2023「顕微鏡でわかる黒曜石のちがい」『明

治大学黒耀石研究センターニューズレター』19：2

大竹憲昭　2024「研究の窓　分布調査の意義」『長野県

の埋蔵文化財情報誌　信州の遺跡』22：8

佐々木由香　2024「植物と人との関わり－植物考古学の

研究視点」『明治大学黒耀石研究センターニューズレ

ター』20：2

島田和高　2024「国際黒曜石会議（IOC）遠軽2023に参

加して」『明治大学博物館友の会会報』79：4-5

須藤隆司　2023「金剛萱遺跡と香坂山遺跡」『くりっぺ

－下仁田自然学校だより－』131：7-8

須藤隆司・国武貞克　2024「長野県佐久穂町トリデロッ

ク遺跡の学術発掘報告－列島最古の石刃石器群の探求

－」『明治大学黒耀石研究センターニューズレター』

20：3

鈴木美保　2023「石器製作と黒曜石」『明治大学黒耀石

研究センターニューズレター』19：4

堤　隆　2024「黒曜石が宿す霊力」『考古学ジャーナル』

792：1

堤　隆　2023「縄文と現代」『CFJ MAGAZIN 』2023 (7) 

：1

堤　隆　2023「みんなの考古学」『文化遺産の世界』：

web 掲載

堤　隆　2023「国際国耀石会議（International Obsidian 

Conference<IOC> Engaru 2023) 開催！」『明治大学

黒耀石研究センターニューズレター』19：1

堤　隆　2024「黒曜石が宿す霊力」『考古学ジャーナル』

792：1

堤　隆　2024「信州鷹山旧石器ワークショップの開催」

『明治大学黒耀石研究センターニューズレター』20：

１

堤　隆　2024「研究の到達点が明らかに！」『明治大学

黒耀石研究センターニューズレター』20：4

学黒耀石研究センター　2023年度研究集会．2023年12

月24日．明治大学リバティタワー1073教室．紙上発表

堤　隆「887年仁和の八ケ岳山体崩壊と1783年浅間山大

噴火：火山災害が語るもの」佐久考古遺産フォーラム　

2023．2023年6月3日．長野県佐久穂町　茂来館．講演

堤　隆「浅間山天明の大噴火 生死の明暗を分けた信州

と上州」天明泥流ミュージアム 講演会．2023年6月11

日．天明泥流ミュージアム．講演

堤　隆「石器製作ワークショップ」岐阜県立関高校 普

及講座．2023年7月8日．関市　刃物会館．講師

堤　隆「私たちの浅間山～浅間山全域をジオパークにし

よう～」浅間山大好きミーティング．2023年7月21日．

小諸市民交流センター

堤　隆「240年前の浅間山天明噴火で起きたこと」浅間

火山とジオパークを知るつどい．2023年10月7日．軽

井沢町中央公民館．講演

堤　隆「1783年浅間山天明噴火 そして歴史が動いた」

佐久市浅間地区公民館講演会．2023年11月5日．浅間

会館．講演

堤　隆「香坂山遺跡　列島最古の「石棒」」2023年長野

県旧石器研究交流会．2023年11月23日．長野県佐久穂

町 茂来館．発表

堤　隆「人はなぜアートを手にしたか」．ザワメキアー

ト展　対談．2023年12月9日．長野県立美術館

堤　隆「イタリア・ヴェスヴィオ山噴火による火山災害

遺跡の調査」明治大学黒耀石研究センター 2023年度

研究集会．2023年12月24日．明治大学リバティタワー

1073教室．口頭発表

堤　隆「ヨーロッパ旧石器時代の洞窟壁画をめぐって」

明治大学黒耀石研究センター普及講演会．2024年1月

21日．明治大学グルーバルホール

堤　隆「北沢の大石棒をどう守っていくか」第4回　佐

久石棒フォーラム．2024年1月27日．長野県佐久穂町　

茂来館	

矢島國雄・大竹幸恵・池谷信之「オランダ、シーボルト・

コレクションの日本由来の黒曜石原産地（続報）」明

治大学黒耀石研究センター　2023年度研究集会．2023

年12月24日．明治大学リバティタワー1073教室．口頭

発表
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化財センター」

2023 年 6 月 10 日～ 11 日：石川日出志「新潟市万代市

民会館ほか（新潟県考古学会　第 35 回大会参加）」

2023 年 6 月 10 日〜 11 日：能城修一「御所野縄文博物館」

2023 年 6 月 12 日：石川日出志「小田原氏久野下馬下遺

跡（調査現場見学）」

2023 年 6 月 12 日：能城修一「福島県埋蔵文化振興財団

遺跡調査部」

2023 年 6 月 16 日：栗島義明「群馬県安中市下仁田町（資

料調査）」

2023 年 6 月 23 日～ 25 日：栗島義明「山梨考古博物館・

長野県尖石考古館・野尻湖ナウマンゾウ博物館・新潟

県上越市博物館・津南町なじょもん館（資料調査）」

2023 年 6 月 24 日～ 25 日：堤　隆「東京都埋蔵文化財

センター（日本旧石器学会）」

2023 年６月 24 日：石川日出志「福島県立博物館（石包

丁資料調査）」

2023 年 6 月 24 日～ 25 日：大竹憲昭「日本旧石器学会

第 21 回大会（参加）」

2023 年 6 月 26 日：能城修一「国立歴史民俗博物館」

2023 年 7 月 1 日～ 6 日：堤　隆：「北海道遠軽町（第 4

回国際黒曜石会議遠軽大会（IOC Engaru 2023）出席）」

2023 年 7 月 2 日〜 8 日：島田和高「北海道遠軽町（第 4

回国際黒曜石会議遠軽大会（IOC Engaru 2023）の運

営・参加）」

2023 年 7 月 2 日～ 4 日：大竹憲昭「北海道遠軽町（第 4

回国際黒曜石会議遠軽大会（IOC Engaru 2023）参加）」

2023 年 7 月 4 日：大竹憲昭「北海道白滝黒曜石原産地・

遠軽町埋蔵文化財センター（踏査・資料見学）」

2023 年 7 月 8 日～ 9 日：堤　隆「岐阜県関市刃物会館（石

器製作ワークショップ講師）」

2023 年 7 月 11 日～ 18 日：中村由克 ”「長野県　明治大

学黒耀石研究センター（黒曜石晶子形態研究）」

2023 年 7 月 14 日：栗島義明「群馬県高崎市観音塚資料

館（資料調査）」

2023 年 7 月 16 日〜 17 日：能城修一「御所野縄文博物館」

2023 年 7 月 21 日～ 22 日：栗島義明「岐阜県中津川市

資料館・峰一合遺跡・徳山町資料館（資料調査）」

2023 年 7 月 21 日〜 22 日：能城修一「新潟県村上市漆畑」

Ⅴ　研究出張

2023 年 4 月 14 日：能城修一「東京都浅草線泉岳寺駅改

良土木工事（その１）に伴う埋蔵文化財調査現場」

2023 年 4 月 17 日～ 18 日：中村由克「岡谷市教育委員

会岡谷整理室（石器石材調査）」

2023 年 4 月 21 日～ 23 日：堤　隆「秋田県米ケ森遺跡（旧

石器調査）」

2023 年 4 月 22 日～ 23 日：石川日出志「岡山大学（考

古学研究会第 69 回総会・研究集会への参加）」

2023 年 4 月 23 日～ 24 日：栗島義明「山形県最上町（遺

跡踏査）」

2023 年 4 月 26 日～ 27 日：堤　隆「神奈川県大和市深

見諏訪山遺跡（黒曜石石器調査）」

2023年4月28日～30日：中村由克「群馬県金剛萱遺跡（発

掘調査）」

2023 年 4 月 30 日～ 5 月 1 日：石川日出志「松本市立考

古博物館・安曇野市文化財資料センター（松本平弥生

中期土器検討会　第 1 回　参加）」

2023 年 5 月 3 日：水沢教子「朝日美術館（熊久保遺跡

出土土器の胎土分析打ち合わせ）」

2023 年 5 月 12 日：栗島義明「静岡県中沢地区（石材調査）」

2023 年 5 月 15 日：栗島義明「埼玉県埋蔵文化財調査事

業団（資料調査）」

2023 年 5 月 15 日〜 19 日：能城修一「京都府水主神社

東遺跡資料整理事務所」

2023 年 5 月 17 日～ 18 日：中村由克「長野県　明治大

学黒耀石研究センター（黒曜石晶子形態研究）」

2023 年 5 月 21 日：平井義敏「愛知県北設楽郡設楽町棚

山高原（溶結凝灰岩調査）」

2023 年 5 月 22 日：栗島義明「新潟県新津金津鉱場アス

ファルト（資料調査）」

2023 年 5 月 22 日～ 23 日：石川日出志「大町市文化財

センター（松本平弥生中期土器検討会　第 2 回参加）」

2023 年 5 月 27 日～ 29 日：堤　隆「伊豆・箱根黒曜石

原産地（石材調査）」

2023 年 5 月 30 日：中村由克「長野県　明治大学黒耀石

研究センター（黒曜石晶子形態研究）」

2023 年 6 月 4 日〜 5 日：能城修一「鹿児島県立埋蔵文
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ール（国際学術研究会「東アジアからみた出土文字史

料・墨書土器」参加）」

2023 年 8 月 29 日：池谷信之「長野県岡谷市文化財整理

室（目切遺跡出土土器借用）

2023 年 9 月 1 日〜 3 日：能城修一「八戸市是川縄文館（籃

胎漆器調査）」

2023 年 9 月 2 日：水沢教子「千曲市戸倉創造館（土器

の拓本、断面実測作業）」

2023 年 9 月 2 日：水沢教子「朝日美術館（胎土分析に

関する意見交換）」

2023 年 9 月 3 日～ 13 日：栗島義明「山形県材木遺跡（科

研 B による発掘調査）」

2023 年 9 月 4 日～ 5 日：中村由克「山形県米沢市教育

委員会（石器石材調査）」

2023年9月4日〜8日：能城修一「東京大学樹芸研究所（樹

木標本採集）」

2023年9月4日〜9日：島田和高「長野県諏訪市博物館（黒

曜石原産地分析）」

2023 年 9 月 5 日～ 8 日：谷畑美帆「新潟大学医学部（千

葉県内出土受傷人骨の調査）」

2023 年 9 月 11 日：平井義敏「岐阜県下呂市湯の平遺跡（発

掘見学）」

2023 年 9 月 11 日：水沢教子「株式会社ニチカ（土器の

薄片作成打ち合わせ）」

2023 年 9 月 11 日〜 16 日：遠藤英子「マルグラン考古

学研究所（アルマティ、カザフスタン）（土器圧痕調査、

シンポジウム講演）」

2023 年 9 月 18・25 日：平井義敏「岐阜県下呂市湯ヶ峰（下

呂石調査）」

2023 年 9 月 20 日～ 21 日：中村由克「長野県　明治大

学黒耀石研究センター（黒曜石晶子形態研究）」

2023 年 9 月 20 日～ 10 月 3 日：堤　隆「イタリアナポリ（ソ

ンマ・ヴェスヴィアーナ遺跡調査ほか）」

2023 年 9 月 29 日：栗島義明「長野県栄村秋山郷（資料

調査）」

2023 年 9 月 29 日～ 10 月 2 日：中村由克「広島県庄原

市帝釈峡展示施設・時悠館（石器石材調査・研究法研

修会）」

2023 年 9 月 30 日〜 10 月 3 日：能城修一「佐賀県東名

2023 年 7 月 23 日〜 28 日：能城修一「京都府水主神社

東遺跡資料整理事務所」

2023 年 7 月 24 日～ 27 日：中村由克「山形県小国町・

米沢市周辺フィールド（珪質頁岩石材調査）」

2023 年 7 月 26 日：栗島義明「群馬県鬼石町・埼玉県小

鹿野町（資料調査）」

2023 年 7 月 29 日：石川日出志「明治 4021GF（考古学

研究会第 60 回東京例会　参加）」

2023 年 7 月 30 日：栗島義明「さいたま市真福寺貝塚（資

料調査）」

2023 年 8 月 1 日：池谷信之「東京都大田区ジャパンマ

シナリー株式会社（最新の p-XRF の性能とオペレー

ションを確認する）

2023 年 8 月 1 日～ 10 日：堤　隆「長野県トリデロック

遺跡（発掘調査）」

2023 年 8 月 4 日・7 日・30 日・31 日：石川日出志「明

治大学博物館（明大 4 号銅鐸実測）」

2023 年 8 月 6 日～ 16 日：大竹憲昭「オランダ　ナチュ

ラリース生物多様センター（シーボルト・コレクショ

ンの黒耀石調査）, イギリスセットフォード , ロンド

ン大英博物館（資料見学）」

2023 年 8 月 7 日：中村由克「長野県トリデロック遺跡（地

質調査）」

2023 年 8 月 8 日：栗島義明「埼玉県北本市デーノタメ

遺跡（資料調査）」

2023 年 8 月 10 日〜 17 日：能城修一「タイ（仏像調査）」

2023 年 8 月 11 日～ 12 日：平井義敏「岐阜県下呂市湯

ヶ峰（下呂石調査）」

2023 年 8 月 17 日〜 22 日：島田和高「大韓民国順天（11th 

APA Korea への参加）」

2023 年 8 月 17 日～ 24 日：堤　隆「韓国順天市（アジ

ア旧石器協会参加）」

2023 年 8 月 18 日～ 20 日：中村由克「埼玉県　地学団

体研究会秩父総会に参加（ポスター発表）」

2023 年 8 月 22 日：中村由克「岡谷市教育委員会岡谷整

理室（石材調査）」

2023 年 8 月 23 日〜 29 日：能城修一「韓国南部・津島（黄

漆調査）」

2023 年 8 月 26 日：石川日出志「明治大学グローバルホ
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遺跡と周辺」

2023 年 10 月 2 日：栗島義明「埼玉県長瀞町・寄居町（資

料調査）」

2023 年 10 月 7 日～ 9 日：堤　隆「長野県長和町（鷹山

旧石器研究ワークショップ）」

2023 年 10 月 9 日：栗島義明「早稲田大学（資料協議）」

2023 年 10 月 10 日：平井義敏「愛知県奥三河郷土館（川

向東貝津遺跡石材調査）」

2023 年 10 月 14 日～ 15 日：栗島義明「山形県最上町（材

木遺跡資料検討会）」

2023 年 10 月 16 日〜 17 日：能城修一「御所野縄文博物館」

2023 年 10 月 20 日～ 22 日：中村由克「群馬県　金剛萱

遺跡（発掘調査）」

2023 年 10 月 21 日：石川日出志「新潟市江南区文化会

館（新潟県考古学会 2023 年度秋季シンポジウム「ヒ

スイ原産地から見た縄文～古墳時代のヒスイ玉製作と

その展開」参加）」

2023 年 10 月 27 日：能城修一「さいたま市与野文化財

整理室（出土木材資料サンプリング）」

2023 年 10 月 27 日～ 28 日：栗島義明「新潟県村上市・

山形県高畠町（資料調査）」

2023 年 10 月 28 日～ 29 日：石川日出志「東北学院大学（日

本考古学協会 2023 年度大会　参加）」

2023 年 10 月 28 日～ 29 日：平井義敏「岐阜県下呂市湯

ヶ峰（下呂石調査）」

2023 年 10 月 28 日～ 30 日：中村由克「仙台市東北学院

大学（日本考古学協会・シンポジウム口頭発表）」

2023 年 11 月 2 日〜 5 日：能城修一「姶良市歴史民俗資

料館（編組製品復元実験）」

2023 年 11 月 6 日：池谷信之「長野県岡谷市文化財整理

室（岡谷丸山遺跡出土土器借用）

2023 年 11 月 7 日～ 8 日：中村由克「石川県輪島市・能

登町周辺フィールド（石材調査）」

2023 年 11 月 11 日～ 12 日：堤　隆「明治大学駿河台キ

ャンパス（細石刃シンポジウム）」

2023 年 11 月 11 日～ 12 日：石川日出志「KOMATSU 九・

石川県埋文センター（弥生時代中期土器の併行関係研

究会：八日市地方遺跡　参加）」

2023 年 11 月 15 日：池谷信之「静岡県河津町　河津東

小学校（見高段間遺跡出土黒曜石原石の p-XRF によ

る原産地推定）

2023 年 11 月 17・24 日：平井義敏「岐阜県下呂市湯ヶ峰（下

呂石調査）」

2023 年 11 月 18 日～ 19 日：栗島義明「山形県尾花沢市（資

料調査）」

2023 年 11 月 20 日～ 21 日：中村由克「長野県　明治大

学黒耀石研究センター（黒曜石晶子形態研究）」

2023 年 11 月 21 日：栗島義明「埼玉県上尾市（資料調査）」

2023 年 11 月 25 日：石川日出志「白河市図書館（福島

県考古学会第 65 回大会参加）」

2023 年 11 月 26 日：池谷信之「早稲田大学戸山キャン

パス（高橋龍三郎科研　研究成果報告会）

2023 年 11 月 28 日～ 29 日：中村由克「長野県　明治大

学黒耀石研究センター（黒曜石晶子形態研究）」

2023 年 12 月 1 日〜 4 日：能城修一「鹿児島大学と周辺（学

会参加）」

2023 年 12 月 2 日：栗島義明「埼玉県川越市東京航業（資

料分析・検討）」

2023 年 12 月 4 日：平井義敏「愛知県南山大学（湯ヶ峰

山頂遺跡石材調査）」

2023 年 12 月 5 日・14 日：平井義敏「岐阜県下呂ふるさ

と記念館（大林遺跡他石材調査）」

2023 年 12 月 5 日～ 6 日：石川日出志「泉屋博古館（中

国青銅器の時代点　見学）・寧楽美術館（古印資料調

査）」

2023 年 12 月 8 日：大竹憲昭「須坂市立博物館（打製石

斧製作址資料調査）」

2023 年 12 月 9 日～ 10 日：栗島義明「群馬県下仁田町・

埼玉県鴻巣市（資料調査・村木遺跡整理打合せ）」

2023 年 12 月 12 日：石川日出志「熊谷市江南文化財セ

ンター ’（諏訪木遺跡　資料調査）」

2023 年 12 月 13 日：栗島義明「群馬県東吾妻町（資料

調査）」

2023 年 12 月 14 日～ 15 日：中村由克「石川県能登町・

金沢市周辺フィールド（石材調査）」

2023 年 12 月 18 日：栗島義明「埼玉県鴻巣市（村木遺

跡石器整理）」

2023 年 12 月 19 日～ 21 日：中村由克「沼津市文化財セ
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ンター（石材調査）」

2023 年 12 月 23 日〜 29 日：能城修一「ベトナム（仏像

調査）」

2023 年 12 月 24 日：堤　隆「明治大学駿河台キャンパ

ス（黒耀石研究センター研究集会）」

2023 年 12 月 24 日：池谷信之「明治大学駿河台キャン

パス（黒耀石研究センター研究集会参加）

2023 年 12 月 28 日：堤　隆「静岡県浜松市（堀谷洞窟

発掘調査視察）」

2023 年 12 月 29 日〜 2024 年 1 月 9 日：能城修一「ラオ

ス（編組製品調査）」

2024 年 1 月 10 日：中村由克「長野県　明治大学黒耀石

研究センター（安山岩分析試料作製）」

2024 年 1 月 14 日～ 19 日：堤　隆「沖縄県宮古島（ツ

ヅピスキアブ洞窟調査視察）」

2024 年 1 月 23 日：能城修一「東京文化財研究所（螺鈿

漆器調査）」

2024 年 1 月 24 日：栗島義明「さいたま市真福寺遺跡（遺

跡見学）」

2024 年 1 月 26 日：能城修一「東京国立博物館（木彫像

調査）」

2024 年 1 月 27 日：栗島義明「明治大学 GF4021 教室（シ

ンポジウム「縄文の装身具を考える」参加）」

2024 年 2 月 9 日：能城修一「かながわ考古学財団整理

事務所（出土木材資料調査）」

2024 年 2 月 21 日：能城修一「東京都奥多摩町（木彫像

調査）」

2024 年 2 月 22 日～ 25 日：中村由克「広島県庄原市帝

釈峡展示施設・時悠館（安山岩石材調査・研究法研修

会）」

2024 年 2 月 23 日〜 25 日：能城修一「御所野縄文博物館」

2024 年 2 月 29 日～ 3 月 1 日：中村由克「あわら市郷土

歴史資料館（石材調査）」

2024 年 3 月 1 日〜 4 日：能城修一「姶良市歴史民俗資

料館（編組製品復元実験）」

2024 年 3 月 20 日～ 21 日：能城修一「東京都奥多摩町（木

彫像調査）」
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１．目　的

本誌は，明治大学黒耀石研究センターによる研究活動の成果を公開するとともに，石材環境，植物環境，動物環境

など，ヒト−資源環境系における多様な研究テーマに関連する研究，および諸環境に対する人類の適応や働きかけに

関する研究を広く掲載し，ヒト−資源環境系ダイナミズムの総合的な研究に資することを目的とする．

２．掲載原稿の内容

原稿の内容は，上記目的に即したものとし，時代，地域は問わない．また，体裁が「執筆要項」に合致するものとする．

（1）言語：日本語または英語

（2）原稿の種別

　論文：著者自身による未発表の研究成果をまとめたもの．

　総説：ある分野の研究成果を総覧し，総合的にまとめたもの．

　報告�：試論，予察，予備的あるいは速報性を必要とする論考，および分析データを含む研究試資料の紹介とその

学術的な意義の報告．あるいは，論文，総説には該当しない事項の紹介とその学術的な意義の報告．

　翻訳：国外の優れた研究の紹介．

　書評：新刊紹介，単行本（または論文）の内容の紹介および批評．

３．著作権・二重投稿

（1）他の雑誌に掲載済み，または投稿中の原稿は投稿できない．ただし，「資源環境と人類」にふさわしく書き直し

た内容はこの限りではない．

（2）所内報，非原著論文（商業誌など），単行本，官庁出版物などと重複した内容の原稿は，投稿時にその旨を明記し，

著者自身で著作権問題を解決し，かつそれを示す資料を添えること．

（3）著作権が他の学会・出版社等にある出版物より図・表などを引用する場合は，著者自身が解決しておくこと．

（4）掲載論文の著作権（copyright）は，明治大学黒耀石研究センターが所有する．

（5）HP ならびに機関リポジトリでのデジタルデータの公開を原則とする．

４．投稿手続き

（1）投稿者は，編集委員会宛に，エントリーシートを送付しなければならない．エントリーシートは編集委員会に請

求することができる．

（2）原稿の投稿は，編集委員会宛に，電子メール（電子媒体）で送付することを推奨する．なお，ファイル全体の容

量が 10 MB を超える場合は，分割して送付するか，ファイル転送サービスを利用する．郵送で投稿する場合は，

封筒に「資源環境と人類原稿」と（朱書きで）明記し，送り状（cover letter），原稿・図・図版・表のコピー 2

部及び原稿を収録した記録媒体等を送付する．

資  源  環  境  と  人  類
明治大学黒耀石研究センター紀要

Natural Resource Environment and Humans
Proceedings of the Center for Obsidian and Lithic Studies, Meiji University

執筆要項
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５．送付原稿（電子媒体）

文字原稿は，原則として Microsoft Word を使用したテキストファイルとする．図版は Adobe Illustrator, PDF，

JPEG 形式の画像ファイルとする．表・付表は，Microsoft Word，Excel，Adobe Illustrator，PDF，JPEG 形式のファ

イルとする．図版はグレースケールのものを送付する．カラーは原則受け付ない．なお，Adobe Illustrator を使用

した場合，文字のアウトライン化を実施して送付する．

６．受　付

黒耀石研究センターに設置された編集委員会が原稿を受けとった日を受付日（Received）とする．

７．受付後の原稿処理

（1）編集委員会は，各投稿原稿の内容に応じて複数名の査読者を決め，査読を依頼する．翻訳・書評をのぞく，全て

の原稿 について査読を実施する．

（2）編集委員会は，査読結果を参考に原稿の内容・表現に訂正の必要があると判断した場合，あるいは，「執筆要項」

に従い，用語・用字などの変更が必要な場合は，著者に修正を求めることができる．活字の種類・大きさ，図表 

の大きさや全体の体裁は，編集委員会が決める．

（3）修正原稿を投稿者に返送したまま３ヶ月間経過した時点で，論文が取り下げられたものとみなし，その旨を投稿

者に通知する．

（4）論文の受理は，編集委員会が掲載を決定した日付をもって論文の受理日とする．

（5）受理後，原稿細部の体裁は，編集委員会が調整・判断し，修正を求めることができる．

８．校　正

著者校正は初校時のみ行う．著者は，初校ゲラを受け取った後，速やかに校正を行い，編集委員会へ返送する．著

者校正時の大幅な加筆は認められない．

９．掲載誌・別刷

原稿を収載の場合，掲載誌３部，別刷 50 部を進呈する．連名の場合も原則として準ずる．進呈数以上の別刷を希

望する場合は，50 部単位で執筆者の負担により増刷できる．

10．原稿等の送付・返却

原稿の送付は著者の負担とし，掲載原稿・図・図版・表などは原則として返却しない．返却を希望する場合は，事

前に編集委員会に申し込む．返却原稿の送付は着払いとする．

（2013 年 2 月制定，2014 年 2 月・2016 年 8 月・2022 年 3 月・2024 年 3 月改訂）
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原稿の書き方

日本旧石器学会の機関誌『旧石器研究』の執筆要項を準用し，以下の通りとする．

１．原稿の長さ（枚数）

論文・総説は，刷上り 20 頁以内，報告・翻訳は，10 頁以内，書評は６頁以内とする．ただし編集委員会から原稿

枚数の要請があった場合はこの限りではない．

２．版面・フォント・レイアウト

投稿原稿は，全て一段組みとする（刷り上がりは二段組み，刷り上がりの版面はキャプションを含んで縦 244 mm

×横 168 mm）．サイズは A4 とし，上下 25 mm，左右 20 mm の余白をとる．一頁あたり 39 行，一行あたり 50 文

字とする．日本語は MS 明朝を，英数字は Times または Times New Roman を使用する（本文中の見出しを除く）．

表紙・要旨・本文・図表の表題と説明は 10 ポイントを使用する．謝辞，註，引用文献は 8 ポイントを使用する．また，

各ページの左側に行番号を表示する．

３．原稿の構成・著者情報

3-1　論文・総説・報告及びそれらの翻訳の場合

「表紙」・「和文要旨，日本語キーワード，本文，謝辞，註，引用文献」・「英文要旨」・「図表の表題と説明（キャプショ

ン）」により構成され，それぞれ，独立したページとする．「表紙」には，原稿の種別・和文題名・著者・著者情報（所属・

Email アドレス）を記す．ページ数が複数の場合，ページ下中央に，ページ番号を記す．「英文要旨」には，英文題名・

英語著者・英語著者情報（所属・Email アドレス）・英文要旨・英語キーワードを順に記す．投稿原稿が英文の場合は，

和文と英文（英語）の位置を入れ替える．

3-2　著者情報

所属機関，郵便番号，住所を日本語・英語で表紙・要旨に記載する．

英語表記例：Meiji University Museum, 1-1 Kanda-Surugadai, Chiyoda-Ku, Tokyo 101-8301, Japan 

日本語表記例：明治大学博物館　〒 101-8301 東京都千代田区神田駿河台 1-1

3-3　書評の場合

「表紙」・「和文要旨・本文，註，引用文献」・「英文要旨」・「図表の表題と説明」により構成される．内容は（3-1）

に準ずる．

４．略　題

題名が長い場合は，略題を表紙に記す．刷上りページ上部欄外の見出し（柱）として使用する．

例：�題 名　Chemical analysis of obsidian by Wave Length-dispersive X-ray Fluorescence Spectrometry: 

application to non-destructive analysis of archeological obsidian artifacts　→　略題　Chemical analysis of 

obsidian by WDXRF

５．要　旨

和文要旨は 44 字× 20 行以内，英文要旨は 300 語以内とする．英文要旨は校閲を受けたものを提出する．
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６．キーワード

論文・総説・報告には，和文・英文要旨の最後に時代・地域・対象・方法などを表す５語程度のキーワードを記入する．

例）キーワード：後期旧石器時代，武蔵野台地，ナイフ形石器，石器群の構造，遺跡間連鎖

　　Keywords: Archeology, Paleolithic, Neolithic, Obsidian, Geochemistry

７．註・文献の引用と表記

公刊されていない文献や，私信等は，原則的に引用しない．止むを得ず利用する場合は註として記載する．文頭に，

特定の個人名を記す場合，必ず，註か引用を添える．註の表記は，片括弧付通し番号１)，２)・・・を付し，本文右

肩付きとする．

例：会田 進は，・・を・・と考えている 1)．

　　会田 進は，・・を・・と考えている（会田 2006 など）．

８．文　章

8-1　文字

和文において，句点は「．（全角）」を，読点は「，（全角）」を使用する．また，括弧（　），鍵括弧「　」は，全

角を使用する．スラッシュは「／（全角）」を使用する（分数は除く）．使用する漢字は常用漢字とする．ただし，固

有名詞や，学術的な定義が明示でき学会で広く用いられている術語についてはこの限りではない．例えば，黒耀石の

「耀」の字は常用漢字ではないが，「明治大学黒耀石研究センター」という固有名詞に用いる場合には使用可能．なお，

黒曜石の語も岩石の名称としては黒曜岩が正しいが，和田（1878）で Obsidian の訳語として定義をされているため

使用可能．（和田維四朗　1878『本邦金石畧誌』122p.，東京，日就社）

8-2　単位

全て半角英数字を用い，機種依存文字（記号）は使用しない．ローマ数字（I, II, III, IV）は，半角英字（I，V，X 

を使用）で入力する．分数「例：2/3」のスラッシュは半角英数字を使用する．数量を表す数字はアラビア数字とし，

単位は原則として国際単位系（SI）を使用し，ローマ字による省略形を用いる．

例：�10 mm，10 cm，10 m，10 km，10 × 10 mm，20 cm，10-20 m2，1,000 g，1,000 cm，10 %，10 L，100 ml，

10 wt.%，10 ppm

8-3　年代測定のデータを利用・引用する場合は年代測定法を明記する

例：K-Ar 年代（全岩），K-Ar 年代（黒雲母）

8-4　放射性炭素年代の表記は以下に従う

未較正年代の場合は 14C yr BP を付けて表記し，測定機関番号とともに示す．

例：25310 ± 570 14C yr BP（TKa-12283）

較正年代の場合は cal yr BP を付けて表記する．また，準拠した較正データセットを本文中に明記する．但し，年

代値が引用の場合は当該文献が引用されていれば可とする．

例：�30610-29550 cal yr BP（較正年代値の算出には OxCal ver.4. 2. 4（Bronk Ramsey and Lee 2013）を用い，

IntCal 13（Reimer et al. 2013）を利用した）．

　　16000 cal yr BP（工藤 2012）

９．本文中の見出し

以下のように階層が明示されるよう作成する．

１．□大見出し

1-1 □中見出し
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1-1-1 □小見出し

大見出しの数字は全角，それ以下の見出し数字は半角，□は全角スペースとする．はじめに（Introduction）と結

論（Conclusion）には，見出し番号をつける．要旨，謝辞（Acknowledgements），註，引用文献にはつけない．

10．挿図・挿表・図版

10-1　挿図・図版の形式

挿図を版下で作成する場合は，トレース済みの完全版下とし，縮尺・写植・見出し等の指示を入れる．デジタルデー

タ図版の場合もこれに準じるが，十分な解析度（600dpi）のものに限る．カラー図版は不可．図版に用いる写真等は

執筆者自身でグレースケール化したものを提出すること．

10-2　文中の引用

挿図・挿表・図版は原則として本文中で言及箇所を明示する．印刷時の挿入位置の指示を行う場合，レイアウト見

本を添付するか，右欄外に挿入位置を示す．

10-3　通し番号 

算用数字（1，2），アルファベット（a，A）を使用し，以下の様に表記する．

和文：表 1.1   図 1.1   図 1.2   図 1.3　図版 1.1

英文：Table 1.1  Figure 1.1  Figure 1.2  Figure 1a  Figure 1b　Plate 1.1

10-4　複数の図表の引用

図表番号が３ページ以上連続する場合，和文は「～」，英文は「–（en ダッシュ）」で繋ぐ．同一箇所で図と表を引

用する場合はセミコロンで区切る．翻訳などで，和文中で 英文図を引用する場合「図（表）」→「Fig.（Table）ま

たは Figs.（Tables）」に置き換える．

和文：（図１・２；表３）（図１・３・５）（図４～７；表１～３）

英文：（Figs. 1 and 2; Table 3）（Figs. 1, 3 and 5）（Figs. 4–7; Tables 1–3）

10-5　挿図の一部の引用

複数の挿図の一部を使用する場合，和文では「全角中黒（・）」で区切る．英文では，図番号の頭数字が同じ，複

数の図を使用する場合は「Fig.」を，頭数字が異なる場合に「Figs.」を使用する．

和文：（図１右）（図 2.1・4.3 ～７）（図 1.30・31・32）（Fig. 1.30・31・32）

英文：（Fig. 1a）（Figs. 2.1 and 4.3–7）（Fig. 1.30, 31 and 32）

11．文献の引用

11-1　文中における表記

著者の姓と発行年を明示する．

例：・・・とする説（岡田 2001）がある．

　　岡田（2001）は・・・と論じた．

　　・・・とする説（岩瀬ほか 2010）がある．

11-2　編者の場合の表記

例：浜口編（2001）（浜口編 2001）

　　Kuzmin and Glascock eds. (2010) (Kuzmin and Glascock eds. 2010)

11-3　同姓の著者の文献を引用する場合の表記（姓の後に名の頭文字を付けて区別する）

和文では名の最初の文字を，英文では名の頭文字を付けて区別する . 

例：（加藤髙 1992）（加藤友 1995）

　　（V. Bruce 1992）（J. Bruce 1995）
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11-4　著者が複数の場合の表記

和文：著者が２名の場合「A・B」と中黒で区切る．３名以上の場合は「（筆頭著者の姓）ほか」とする．

　例：（松方・黒田 1974）（伊藤ほか 1999）

英文：著者が３名の場合「A and B」と and で区切る．３ 名以上の場合は「（筆頭著者の姓）et al.」とする．

　例：Hardinge and Ramsey (1974) (Hardinge and Ramsey 1974) 

　　　Canning et al. (1999) (Canning et al. 1999)

11-5　同一箇所で複数の文献を引用する場合の表記

セミコロンで区切る．

　例：（林 1994；原 1997）（Napier 1994; Denison 1997）

11-6　同一著者の文献を複数引用する場合の表記

発行年をコンマで区切る．

　例：（山本 1986，1987）（Lawrence 1986, 1987）

11-7　同一著者・同一発行年の文献を引用する場合の表記

発行年に a，b，c を，発行年月日の順につけて区別する．

　例：高橋（2007a, 2009a, b）（高橋 2007a, 2009a, b）

　　　Bourke（2007a,  2009a, b）（Bourke 2007a, 2009a, b）

11-8　引用箇所が明確な場合の表記

引用箇所をコロンで区切って示す．

　例：（田中 1986：pp.120-123；寺内 1988：図 5）（隅田 2012：p.12）

　　　（Strachey 1986: pp.120-123; Baring 1988: Fig.5）（Suda 2012: Figs. 1 and 4）

11-9　未刊行の文献の表記

掲載・刊行が決定しているものに限って引用する．

　例：山形県（印刷中）（山形県　印刷中）

　　　Bulwer (in press) (Bulwer, in press)

12．引用文献

12-1　規定

本文中で言及箇所を明示しない「参考文献」は除外する．書式は別紙「引用文献の書式に関する細則」に従う．

12-2　順列

引用文献の順列は，原則として言語の種類にかかわらず著者名の原文の発音のアルファベット順，年号順（古いも

のから新しいもの）とする．なお，筆頭著者が同一の場合，単著，著者２人，著者３人以上の順とする．

12-3　英文で投稿する場合の引用文献についての追記事項

英語以外の言語で書かれた論文，書籍などを引用する場合，その言語を明記する．

　例：�Ryzhov, S., Matviishina, J. N., Pudovkin а , A. S. and Levchuk, P. A. 2009 The study stratigraphy and 

planigraphy of the Malyj Rakovets IV site in Transcarpathia. Vita Antiqua 7–8: 60–71 (in Russian with 

English abstract).

（2013 年２月制定，2014 年２月・2016 年８月・2022 年 3 月改訂）
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引用文献の書式に関する細則

A．原著論文
１．雑誌論文

和文：書誌情報は以下の形式で記載する．著者□刊行年「論文表題」『雑誌名』巻（号）：掲載頁．□は全角スペース．

論文表題には「　」，誌名には『　』を付す．号数は「第○号」，「第○集」などの表記に関わらず数字のみで示す．巻・

号がある場合は号数を括弧つきにして（「第○巻第△号」は「○（△）」となる）表記する．通巻のページ数と各号のペー

ジ数が両方ある場合は後者のページ数を記す．誌名が『紀要』，『年報』など区別しにくい名前の場合は 誌名に発行

者を入れて『○○センター紀要』，『○○博物館年報』などとする．

英文：書誌情報は以下の形式で記載する．著者 刊行年 論文表題 , 雑誌名 巻（号）：掲載頁．誌名はイタリック体とする．

号数は数字のみで示し，巻・号がある場合は号数を括弧つきにして（「Vol. ○ No. △」は「○（△）」となる）表記する．

通巻のページ数と各号のページ数が両方ある場合は後者のページ数を記す．

（例）

出穂雅実・廣瀬　亘・佐藤宏之　2008「北海道における考古学的黒曜石研究の現状と課題」『旧石器研究』4：107-122

Bever, M. R. 2001 An Overview of Alaskan Late Pleistocene Archaeology: Historical Themes and Current 

Perspectives. Journal of World Prehistory 15 (2): 125-191.

２．印刷中の論文

和文・英文：Web 上で公開され，デジタルオブジェクト識別子（doi）が付与されている場合，末尾に「, doi: …」

と して記載する．刊行年や掲載号・頁が決定していれば記載する．

（例）

稲田孝司　印刷中「列島「最古級の石器」とその調査の問題点：長崎県入口・島根県砂原の出土資料」『旧石器研究』

7：1-4

藤田　尚　2010（印刷中）『講座日本の考古学 1：旧石器時代（上）』稲田孝司・佐藤宏之編，東京，青木書店

Sato, H. in press, Late Pleistocene Trap-pit Hunting in the Japanese Archipelago. Quaternary International (2010), 

doi:10.1016/j.quaint.2010.11.026

３．翻訳論文

和文　雑誌・図書に関わらず，論文表題の後に「（･･･ 訳）」として入れる．

（例）

李起吉　2006「韓半島の細石刃石器文化について」（出穂雅実訳）『月刊考古学ジャーナル』540：15-18

B．著　書
１．単行本（全体を引用）

和文：書誌情報は以下の形式で記載する．著者□刊行年『書名』，総頁数，出版地，発行者．□は全角スペース．コ

ンマは全角．総頁数は後ろに「p.」を付ける．著者が複数の場合は「・」で区切って並べ，「･･･ 他」と略記せず全

員 表記する．書名は『　』で囲み，副題はコロン（：）で区切って示す．

出版地は，市町村名とする．なお，東京都については 23 区を「東京」と表記し，それ以外は各市町村の名称を用いる．

発行者が機関・団体名の場合「財団法人」「株式会社」等の団体種別名は省略する．編集者と発行者が同じ場合は 

後者を略す．
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英文：書誌情報は以下の形式で記載する．著者 刊行年 書名 , 総頁数 , 出版地 , 発行者．著者名は「姓 , 名の頭文字」 

の形で示し，「…et al.」と略記せず全員表記する．「姓 ，名の頭文字」の順で書く．書名はイタリック体とし，副題

は コロン（ : ）で区切って示す． 総頁数は後ろに「p.」を付ける．

出 版 地 は「City」 を 基 本 と す る． た だ し，New York，London，Paris，Tokyo，Hong Kong，Los Angeles，

Chicago，Seoul，Brussels，Washington, D.C. などの世界主要都市以外は，括弧付きで国名を入れる方が良い． 発

行者が機関・団体名の場合，「Publishers」，「& Company」，「Inc.」等の団体種別名は省略する．

（例）

藤本　強　2000『考古学の方法：調査と分析』，231p.，東京，東京大学出版会

小林国夫・阪口　豊　1982『氷河時代』，209p.，東京，岩波書店

Binford, L. R. 1983 In Pursuit of the Past: Decoding the Archaeological Record, 256p., New York, Thames & 

Hudson.

Hodder, I. and Hutson, S. 1990 Reading the Past: Current Approaches to Interpretation in Archaeology, 312p., 

Cambridge (UK), Cambridge University Press.

２．編書（全体を引用）

和文：編者が機関・団体名の場合「編」は略す．

英文：編者名の後ろに「(editor) or (editors)」を付ける．

（例）

日本考古学協会洞穴遺跡 調査特別委員会　1967『日本の洞穴遺跡』，539p.，東京，平凡社

Brantingham, P. J., Kuhn, S. L. and Kerry, K. W. (editors) 2004 The Early Upper Paleolithic beyond Western 

Europe, 295p., Berkeley, Los Angeles, London, University of California Press.

３．複数巻から成る書籍 

和文・英文：書名の後に巻数を入れる．巻ごとに副題がある場合は巻数の後に「：」で区切って入れる．

（例）

稲田孝司・佐藤宏之編　2010『講座日本の考古学 1：旧石器時代（上）』，624p.，東京，青木書店

千葉県史料研究財団　2000『千葉県の歴史　資料編　考古 1：旧石器・縄文時代』，1018p.，千葉

Soultanian, G. 2003 The Pre-History of the Armenians, Vol. 1, 224p., London, Bennett & Bloom.

４．シリーズ・版の書籍

（例）

安田喜憲　1980『環境考古学事始：日本列島 2 万年』NHK ブックス 365，267p.，東京，日本放送出版協会

Renfrew, C. and Bahn, P. 2000 Archaeology: Theories, Methods and Practice, 4th Revised edition, 656p., London, 

Thames & Hudson.

５．翻訳書

和文：総頁数の前に翻訳者名を「（･･･ 訳）」として入れる．著者名の表記はその書籍での表記に準ずる．

英文：総頁数の前に翻訳者名を「translated by･･･」として入れる．著者名の表記はその書籍での表記に準ずる．

（例）

デネル，ロビン　1995『経済考古学：ヨーロッパ先史時代の新しい区分』（先史学談話会訳），263p.，東京，同成社

Valoch, K. 1996 Le Paléolithique en Tchéquie, Collection L'homme des origins No.3, translated by G.C.R.Malengreau, 
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358p., Grenoble (France), Jérôme Millon.

６．再　版

和文・英文：初版の年代を [　] に入れて示す．

（例）

Kelly, R. L. 2007 [1995] The Foraging Spectrum: Diversity in Hunter-Gatherer Lifeways, 446p., New York, 

Percheron.

７．単行本・編書（抜粋を引用）

和文：書誌情報は以下の形式で記載する．著者□刊行年「論文表題」『書名』，掲載頁，出版地，発行者．□は全角ス�

ペース．編者がある場合は掲載ページの前に入れる．編者と発行者が同じ場合は後者を略す．

英文：書誌情報は以下の形式で記載する．著者名 刊行年 論文名 . In ＋書名（イタリック）, 掲載頁 , 出版地，発行者．

掲載頁は前に pp.（1 頁のみの場合は p.）を付ける．単行本が編書の場合は編者を edited by…として掲載頁の前に

入れる．

（例）

田村　隆　2006「関東地方の地域編年」『旧石器時代の地域編年的研究』安斎正人・佐藤宏之編，pp.7-60，東京，同

成社

西秋良宏　2005「初期人類の食料獲得戦略」『食料獲得社会の考古学』現代の考古学 2，佐藤宏之編，pp.238-258，東

京，朝倉書店

Otte, M. 2004 The Aurignacian in Asia. In The Early Upper Paleolithic beyond Western Europe, edited by P. J. 

Brantingham, S. L. Kuhn and K. W. Kerry, pp. 144-150, Berkley (USA), University of California Press.

Carter, T. 2009 L'obsidienne égéenne : caractérisation, utilisation et culture. In L'Homme et le précieux; Matières 

premières précieuses (BAR International Series 1934), edited by M. H. Moncel and F. Fröhlich, pp. 199-211, 

Oxford (UK), Hadrian Books.

C．報告書
１．遺跡の発掘調査報告書

和文：著者名は編著者或いは編集機関名とする．編者が機関・団体の場合は「編」を略す．編者と発行者が同一の場合は，

発行者を省略可能．書名には副題・シリーズ名等を入れない．但し，書名が重複して区別が必要な場合はこの限りで

ない．

（例）

北海道埋蔵文化財センター　1985『美利河１遺跡』札幌

小平市遺跡調査会　1982『鈴木遺跡：御幸第 I 地点』東京 

２．遺跡の発掘調査報告書（シリーズ・抜粋を引用）

（例）

御堂島　正　1993「立科 F 遺跡出土石器の使用痕分析」『立科 F 遺跡』佐久市埋蔵文化財調査報告書５，pp.82-92，長野，

佐久市教育委員会

３．科研報告書等

和文：研究代表者を著者として（他に研究分担者がいる場合は研究代表者を編者として）記載する．研究課題名を書
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名として扱い，その後に報告書の年度と種別を記す．発行者が研究代表者と同じ場合は省略する．

（例）

大貫静夫編　2003『内蒙古細石器文化の研究』平成 10 年度～平成 13 年度科学研究費補助金基盤研究（C）（２）研

究成果報告，東京

D．講演要旨
１．学会・研究会資料（全体を引用）

（例）

日本旧石器学会　2010『旧石器時代研究の諸問題：列島最後の旧石器を探る』日本旧石器学会第 8 回講演・研究発表

シンポジウム予稿集，73p.，東京

２．学会・研究会資料（抜粋を引用）

（例）

山岡拓也　2010「石器の認定をめぐる研究」『旧石器時代研究の諸問題：列島最後の旧石器を探る』日本旧石器学会

第８回講演・研究発表シンポジウム予稿集，pp.37-40，東京，日本旧石器学会

Wada, K., Popov, V. K., Mukai, M., Izuho, M., Popov, A. and Sano, K. 2011 Occurrence and microtexture of the 

mafic obsidian from the late Miocene basaltic plateau in the Primorye region, Russia. Japan Geoscience Union 

Meeting 2011, Abstract, CD-ROM SVC048-P09. Tokyo, Japan Geoscience Union.

E．その他
１．Web テキスト

（例）

日本考古学協会埋蔵文化財保護対策委員会　2009「出土遺物に関わる適切な取扱いを求める声明」

　　http://archaeology.jp/maibun/seimei0908.htm，2010 年１月 18 日引用

Glascock, M. D. 2001 Archaeometry Laboratory at MURR. http://missouri.edu/~glascock/archlab. html, accessed 

12 April 2002.

２．CD-ROM

（例）

気象庁　2002「メッシュ気候値 2000 CD-ROM 版」気象業務支援センター

（2011 年２月制定，2013 年２月・2016 年８月・2022 年３月・2024 年３月改訂）
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編　集　後　記

今回の能登半島地震では多くの港が隆起して干上がり，漁船を出せなくなった．特に素潜り漁で
有名な舳倉島の状況は深刻だという．豊かな資源があるにも関わらず，その場所に到達できなけれ
ば，利用することもできない．これとは逆の例もある．全島避難を強いられた 2000 年の三宅島雄
山の噴火では，磯に鉄分などのミネラルが供給されたために，サザエの成長が促進されたという．
漁民が戻った後は，島内の貝塚で見られるものよりも遙かに大きなサザエが水揚げされるように
なった．最近では漁獲量の増減は，乱獲や気候温暖化との関係で語られることが多いが，災害も大
きな影響を与えることを改めて認識させられた．

本号では計 9 本の論文・報告を掲載することができた．その中で特筆すべき論稿を 2 つ紹介して
おきたい．隅田祥光ほかによる「国際黒曜石会議遠軽大会 2023 開催報告」は，黒耀石研究センター
のメンバーも関わった IOC 遠軽大会（International Obsidian Conference Engaru 2023）の報告で
あり，海外も含めた黒曜石研究の現状が凝縮されている．また矢島國雄ほかの「シーボルトによる
日本の鉱物コレクション中の黒曜石の現状調査と原産地推定」は，幕末にシーボルトが日本からオ
ランダに持ち帰った黒曜石の調査成果である．黒曜石研究が幕末まで遡ることを示す貴重な成果と
なろう．

今回もまた多くの研究者の理解と協力を得て限られた時間の中で査読をお願いした．末筆ながら
感謝申し上げる．

（池谷信之）
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